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筑北村の人口
総人口 5,054 人

男 2,464 人

女 2,590 人

戸　数 1,902 戸

（平成26年4月30日現在）

第52号

【
一
般
会
計
】

　

平
成
26
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
41
億
５
，

８
８
８
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
る
と
、
3
億
６
，
２
２
２
万
円

の
増
（
プ
ラ
ス
9.5
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

　

自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
村
税
に
つ

い
て
は
制
度
の
大
幅
な
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
個
人
や
村
内
企
業
の
移

転
に
よ
り
法
人
税
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
25
年
度
よ
り
も
１
，
１

８
５
万
円
減
額
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
歳
入
の
大
部
分
を
占
め
る
普

通
交
付
税
は
、
26
年
度
22
億
４
，
０

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
に
つ

い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
ほ
か
、
新
た
に
が
ん
ば
る
地
域
交

付
金
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

を
活
用
し
た
補
助
事
業
に
着
手
す
る

た
め
増
額
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
あ
わ
せ
地
方
債
に

つ
い
て
も
昨
年
度
よ
り
も
２
億
３
，
８

０
０
万
円
多
い
４
億
９
，
８
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
全
体
の
う
ち
、
村
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
、
全
体
の
16
・
4
％
に

留
ま
り
、
依
然
と
し
て
歳
入
の
多
く

を
普
通
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
、
地
方
債
な
ど
に
依
存
し
て
い

る
状
況
で
す
。

《
歳
出
》

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
な
か
、
今
後
の
財
政
見
通
し

及
び
喫
緊
の
課
題
を
踏
ま
え
、
村
政
の

重
要
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
重
点
的
に
予
算
配
分
し
ま
し
た
。

1 

目
的
別

　

今
年
度
の
予
算
を
目
的
別
に
み
る

と
、前
年
度
に
比
べ
て「
総
務
費
」、「
土

木
費
」、「
教
育
費
」
が
大
幅
に
伸
び

　
「
土
木
費
」
で
は
、
道
路
新
設
改

良
費
と
し
て
村
道
宮
ノ
前
線
（
継
続

事
業
）
や
保
育
園
・
小
学
校
の
統
合

に
向
け
た
学
校
線
改
良
事
業（
新
規
）

な
ど
道
路
環
境
の
整
備
に
１
億
５
，
０

４
６
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
橋
り

ょ
う
修
繕
事
業
と
し
て
老
朽
化
に
よ

り
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
橋
り
ょ
う

の
調
査
・
詳
細
設
計
に
２
，
１
５
１
万

円
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

　
「
総
務
費
」
で
は
、
今
年
度
本
庁
方

式
導
入
に
伴
う
本
城
支
所
の
庁
舎
改

修
費
と
し
て
１
億
９
，
４
０
８
万
円
を

計
上
し
た
ほ
か
、
高
速
情
報
通
信
網
サ

ー
ビ
ス
の
自
主
放
送
映
像
機
器
デ
ジ
タ

ル
化
４
，
９
３
５
万
円
、
住
民
主
体
の

地
域
拠
点
づ
く
り
里
の
駅
プ
ロ
ジェク
ト

４
６
０
万
円
、
村
の
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
３

０
０
万
円
な
ど
が
主
な
増
加
要
因
で
す
。

【歳入】　41億5,888万円【歳出】（性質別）　41億5,888万円

【歳出】（目的別）　41億5,888万円

歳　入

依存財源
（83.6%）

自主財源
（16.4%）

依存財源
34億7,336万円（83.6％）

自主財源
6億8,552万円（16.4％）

村税
 4億1,342万円（9.9％）
分担金・負担金
 4,615万円（1.1％）
使用料・手数料 
 9,575万円（2.3％）
繰入金  
 1,473万円（0.4％）
繰越金  
 5,000万円（1.2％）

特別交付税
4,000万円（1.0％）

国庫支出金
 3億2,867万円（7.9％）
県支出金 
 2億5,474万円（6.1％）
村債  
4億9,840万円（12.0％）
その他  
 1億1,155万円（2.7％）

諸収入  
 5,612万円（1.3％）
財産収入  
 936万円（0.2％）
普通交付税  
 22億4,000万円（53.9％）歳　出

（性質別）

繰出金
 6億0,115万円（14.5％）
積立金
 579万円（0.1％）
投資及び出資金・貸付金

200万円（0.0％）
普通建設事業費
 6億5,386万円（15.7％）
災害復旧事業費
 1万円（0.0％）
予備費
 5,000万円（1.2％）
人件費
 8億5,526万円（20.6％）
物件費
 7億3,524万円（17.7％）
維持補修費
 4,261万円（1.0％）
扶助費
 3億0,926万円（7.4％）
補助費等
 3億3,098万円（8.0％）
公債費
 5億7,271万円（13.8％）

歳　出
（目的別）

教育費
 5億1,552万円（12.4％）
災害復旧費

1万円（0.0％）
公債費
 5億7,271万円（13.8％）
諸支出費
 579万円（0.1％）
予備費
 5,000万円（1.2％）
議会費
 6,579万円（1.6％）
総務費
 8億0,389万円（19.3％）
民生費
 8億9,375万円（21.5％）
衛生費
 4億2,935万円（10.3％）
農林水産費
 3億0,713万円（7.4％）
商工費
 7,408万円（1.8％）
土木費
 2億9,617万円（7.1％）
消防費
 1億4,467万円（3.5％）

　
「
教
育
費
」
で
は
、
学
校
体
育
館

防
災
機
能
強
化
事
業
と
し
て
、
小
・

中
学
校
の
体
育
館
の
天
井
改
修
に
１

億
１
，
９
６
３
万
円
、
本
城
・
坂
北

小
学
校
の
統
合
に
向
け
た
坂
北
小
給

食
棟
改
築
工
事
に 

１
，
９
１
５
万
円
、

情
報
教
育
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
４
８
７
万

円
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

2 

性
質
別

　

歳
出
予
算
を
性
質
別
に
分
類
す
る

と
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
の
大

き
い
順
に
「
人
件
費
」、「
物
件
費
」、

「
普
通
建
設
事
業
費
」、「
繰
出
金
」、

「
公
債
費
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
公
債
費
は
昨
年
度
に
比
べ
6.0

％
減
の
５
７
，
２
７
１
万
円
、
繰
出
金

は
前
年
度
比
0.8
％
減
の
６
０
，
１
１
５

万
円
と
な
って
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
比
べ
て
変
動
が
大
き
い
も

の
と
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が

１
３
７
．
３
％
増
の
６
億
５
，
３
８
６

万
円
、
維
持
補
修
費
が
22
・
8
％
増

の
４
，
２
６
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
の
増
加
は
庁
舎
統

合
に
よ
る
本
城
庁
舎
改
修
事
業
や
道

路
改
良
事
業
、
学
校
施
設
環
境
改
善

事
業
な
ど
の
大
型
補
助
事
業
の
導
入

に
よ
る
も
の
で
、
維
持
補
修
費
に
つ
い

て
は
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の

修
繕
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
度
予
算
の
状
況
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　【
特
別
会
計
】（
主
な
も
の
）

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　

公
営
企
業
と
し
て
資
産
の
把
握
と

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
簡
易
水

道
資
産
台
帳
作
成
に
８
１
５
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
し
た
台
帳
は
、
適
正
な
建
設

投
資
（
更
新
含
）
や
今
後
の
使
用
料

の
基
礎
に
活
用
し
ま
す
。

《
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
》

　

供
用
開
始
か
ら
15
年
が
経
過
し
硫

化
水
素
に
よ
り
処
理
水
槽
の
劣
化
が

進
む
東
条
地
区
処
理
施
設
の
処
理
水

槽
の
防
食
工
事
、
機
器
更
新
、
運
転

方
法
の
改
良
な
ど
の
機
能
強
化
に
４
，

５
５
６
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
合
併
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
》

　

村
が
管
理
す
る
浄
化
槽
（
６
０
０

基
）
の
維
持
管
理
委
託
料
と
し
て
１
，

２
９
６
万
円
を
計
上
す
る
ほ
か
、
合

併
浄
化
槽
資
産
台
帳
作
成
業
務
委
託

と
し
て
１
９
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

会　計　区　分　 平成26年度
予 算 額

平成25年度
予 算 額 比　較 前年度比

（％）

一 般 会 計 41億5,888万円 37億9,666万円 3億6,222万円 9.5

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

バ ス 事 業 2,578万円 2,392万円 186万円 7.8

国 民 健 康 保 険 7億8,199万円 7億6,833万円 1,366万円 1.8

国民健康保険診療所 6,870万円 6,972万円 △102万円 △ 1.5

後 期 高 齢 者 医 療 6,466万円 6,084万円 382万円 6.3

介 護 保 険 事 業 7億6,037万円 6億8,724万円 7,313万円 10.6

宅 地 造 成 事 業 572万円 788万円 △217万円 △ 27.5

と く ら 温 泉 施 設 1,247万円 1,376万円 △129万円 △ 9.4

差 切 峡 温 泉 施 設 3,164万円 3,143万円 22万円 0.7

冠 着 温 泉 施 設 2,802万円 2,874万円 △72万円 △ 2.5

簡 易 水 道 事 業 2億822万円 2億69万円 753万円 3.8

集 落 排 水 事 業 2億31万円 1億6,985万円 3,046万円 17.9

合 併 浄 化 槽 事 業 7,415万円 7,140万円 275万円 3.9

合　　　　　計 64億2,091万円 59億3,046万円 4億9,045万円 8.3

※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

款 Ｈ26予算額 主        要        な        施        策

1 議 会 費 6,579万円 議員共済会負担金 1,217 万円

2 総 務 費 8億389万円

庁舎改修費 1 億 9,408 万円　映像系機器デジタル化 4,935
万円　村 PR 看板設置事業 300 万円　地域おこし推進費 914
万円　定住促進事業費 841 万円　里の駅デザインプロジェクト 
460 万円　地域活性化事業 298 万円　農業委員選挙費 334
万円　県知事選挙費 547 万円　県議会議員選挙費 114 万円

3 民 生 費 8億9,375万円

結婚推進事業 199 万円　障害者扶助　1 億 9,029 万円　
福祉医療給付事業　3,736 万円　児童手当 6,205 万円　
臨時福祉給付金給付事業 707 万円　子育て世帯臨時給付金
給付事業 707 万円　子ども子育て支援計画策定 174 万円

4 衛 生 費 4億2,935万円
がん検診事業 754 万円　キラリ☆アクア健康教室 49 万円
母子衛生事業 975 万円　母子保健共同事業 88 万円　
健康館管理費 366 万円

6 農林水産業費 3億713万円

人・農地プラン策定・推進 855 万円　地域おこし推進費 
645 万円　農業基盤整備促進・適正化事業 1,123 万円
鳥獣被害対策支援事業 436 万円 　農山漁村活性化対
策整備事業 3,252 万円 　有害鳥獣駆除対策（実施隊） 
762 万円　松くい虫対策・松枯損木伐採委託 2,803 万円
水源林整備 443 万円 　林道事業 698 万円

7 商 工 費 7,409万円 商工業指導事業補助 422 万円　
住宅リフォーム等補助 300 万円　

8 土 木 費 2億9,617万円
道路維持工事 2,500 万円　道路新設改良工事 1 億
5,046 万円　橋りょう維持 2,151 万円　道路愛護環境保
全支援事業 83 万円　住宅耐震補強補助事業 273 万円

9 消 防 費 1億4,468万円
広域消防等負担金　8,571 万円　消防施設・設備・装備
品整備事業 1,608 万円　地域防災計画見直し 297 万円
防犯灯新設 50 万円　　

10 教 育 費 5億1,552万円

子ども支援総合専門員等配置事業 322 万円　子ども支援プロ
ジェクト事業 247 万円　学校体育館防災機能強化事業（聖南
中 3,815 万円・坂北小 4,060 万円・坂井小 4,088 万円）　
文化財施設補修 206 万円　坂北小給食棟改築 1,916 万円

11 災害復旧費 1万円

12 公 債 費 5億7,271万円 償還元金 5 億 3,097 万円　償還利子 4,050 万円

13 諸 支 出 金 579万円 財政調整基金 451 万円　減債基金 96 万円　

14 予 備 費 5,000万円

計 41億5,888万円 ※表示にあたって、各予算額の千円以下は調整してあります。

平成26年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表

平成26年度　筑北村一般会計主要施策と予算
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平成25年度　筑北村協働事業支援金の実施結果について
　住民のみなさんが、自らの地域の環境整備を行ったり、地域の活力を生み出すような活動を行う場合の経費の
一部を支援する制度に「筑北村協働事業支援金」があります。平成 25 年度も多くの事業で活用いただきました。
　26年度も申請は随時受け付けています。申請された事業は、
年 3 回（4・8・12 月）の選定委員会で審査されます。

◆平成26年度　今後の予定
　 8 月審査分　申請受付〆切 8 月 12 日（火）
　12 月審査分　申請受付〆切 11 月 28 日（金）
　※ 12 月審査分以降に申請を受付けたものは、27 年度の審査対象になります。　　　

【山秋常会】 【竹場常会】

団 体 名 事 業 名 事  業  内  容  支 援 金 額

青 柳 区 青柳区自主防災組織活動事業
災害・訓練時に用いるヘルメット、腕章の購入と訓練
の実施による防災意識の向上

89,586 円

山 秋 常 会 山秋公民館基礎改修及び環境整
備事業

常会公民館の基礎の改修と周辺の環境整備を地域住
民の協働作業により実施

100,000 円

安 坂 中 村 常 会 安坂中村公民館白蟻食害協働修
繕事業

白蟻の食害を受けた常会公民館の柱等を協働作業に
より修繕

100,000 円

大畑永農クラブ 里山段丘の花木公園化事業
地区内の段丘を「花木公園」として整備し、地域の景
観美化を実施

61,680 円

坂 井 蛍 愛 好 会 蛍案内看板補修事業
腐食していた蛍の案内看板を会員の協働作業により
修繕

17,288 円

竹 場 区 地元神社の参道（山道）整備事業
腐食していた御子安神社境内の山道階段を地区住民
の協働作業により改修

73,575 円

赤 松 常 会 赤松常会環境美化事業
赤松常会集会所周辺の環境整美（花木植栽）を地区住
民の協働作業により実施

57,200 円

長野県農村生活
マ イ ス タ ー 協
会 筑 北 協 議 会

郷土料理の普及伝承
郷土食レシピ集を活用した講習会（かあちゃん塾）の
実施と講習会を通した仲間づくり

70,000 円

西条中町有志会 ゴミ収集所・公民館等の看板設
置事業

西条中町常会で活用する施設の看板を統一することで
常会の一体感向上を図る

11,961 円

筑 北
フ ァ ン 倶 楽 部 Re Forest Camp 2013

都市との交流や筑北村の知名度、キャンプ場の知名
度UPを図るためイベントを実施

100,000 円

伊 切 ふ る さ と
友 の 会 村道伊切２号線改修工事 伊切出身者など会員がおてんまで傷んだ道路の修復や

側溝の整備を実施
100,000 円

坂 井 地 域
魚 つ か み 大 会
実 行 委 員 会

坂井地域魚つかみ大会
坂井地域安坂川において子ども育成会と共催で魚つ
かみ大会を実施

41,945 円

中 島 常 会 除雪機収納小屋設置工事
村より貸与の除雪機を常会の中心に置き、利用し易

くするために収納庫を設置
100,000 円

筑 北
フ ァ ン 倶 楽 部 Re Forest Camp 事業

福島県の家族を招待してキャンプを実施。そのため

の備品を整備
100,000 円

小 仁 熊 区 小仁熊区自主防災組織活動事業
災害・訓練時に用いるヘルメット、腕章の購入と訓練

の実施による防災意識の向上
90,111 円

後期高齢者医療制度のお知らせです

平成26・27年度の保険料率が決まりました
長野県後期高齢者医療広域連合議会２月定例会の議決を受け、次のとおり改定することになりました。
保険料額は６月下旬に決定し、お住まいの市町村から７月に決定通知書をお送りします。

＋ −

※保険料率は２年間の医療給付費を推計して、２年ごとに見直されます

保 険 料 増 加 抑 制 の た め の 対 策

保  険  料  の  軽  減

財政安定化基金を活用した保険料の増加抑制（約4億5千万円）

均 等 割 額 の 軽 減

所 得 割 額 の 軽 減

被 扶 養 者 の 軽 減

後期高齢者医療制度では、想定した額以上の医療給付費の増加等、不
測の事態に備え、国・都道府県・広域連合で財源を３分の１ずつ負担
して、都道府県に「財政安定化基金」を設置しています。
長野県後期高齢者医療広域連合では、平成 26・27 年度の保険料率の
改定にあたり、長野県と協議し、財政安定化基金を広域連合に交付い
ただき、保険料の増加を抑制することを予定しています。

引き続き、所得に応じて保険料の軽減を実施します

被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33 万円）を引いた額が 58
万円以下（年金収入で 211 万円以下）の方は、所得割額が 5 割軽減され
ます。

≪お問い合わせ先≫
筑北村役場住民福祉課住民係　電話 ０２６３－６６－２１１１

または、長野県後期高齢者医療広域連合　電話　０２６－２２９－５３２０

後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は
対象外です）の被扶養者であった被保険者については、所得割額がかか
らず均等割額が９割軽減となります。

世帯内の被保険者と 世帯主の 前年の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

33万円以下
の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合 9割軽減 4,034円／年

上記以外の方 8.5割軽減 6,052円／年

33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）以下の場合 5割軽減 20,173円／年

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）以下の場合 2割軽減 32,277円／年

均 等 割 額
被保険者一人あたり

所 得 割 額 年 間 保 険 料
（上限額57万円）

※ 年間の保険料総額については 
　　100 円未満切捨て

40,347円 8.10%
賦課のもとと
なる所得金額 ×

左記の対策を講じた結果、

均等割額を 754 円分
所得割率を 0.17％分
軽減することができました。

保 険 料
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空
き
家
バ
ン
ク
か
ら
生
ま
れ
る
交
流

先
日
、「
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
」
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
初
体
験
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
は
、
室
内
で
、
ス

ポ
ン
ジ
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
テ

ニ
ス
で
す
。
教
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、

筑
北
村
の
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
清
水
さ
ん
ご
夫
妻
。
清

水
さ
ん
は
千
葉
に
お
住
い
で
す
が
、

空
き
家
バ
ン
ク
で
見
つ
け
た
家
を
、

趣
味
の
山
登
り
の
拠
点
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、
山
登
り
や

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
月
の

３
分
の
２
は
筑
北
村
で
過
ご
し
、
こ

の
春
か
ら
は
畑
も
始
め
て
、
落
花
生

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ル
バ
ー
ブ
作
り
に

も
挑
戦
す
る
そ
う
で
す
。

筑
北
村
で
の
生
活
を
と
て
も
楽
し

ん
で
い
る
清
水
さ
ん
で
す
が
、
も
っ

と
村
に
溶
け
込
ん
で
、
村
の
方
と
一

緒
に
山
歩
き
を
楽
し
ん
だ
り
、
畑
づ

く
り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
声
を
、
村
の
方
に
届
け
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
仕
事
を
し
て
い

る
と
、
村
内
外
の
沢
山
の
方
と
知
り

合
え
て
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
し
て
新
た
に
村

で
の
生
活
を
始
め
た
方
の
声
を
聞
い

て
、
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
に

ど
ん
ど
ん
出
て
行
き
ま
す
の
で
、
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
村
づ
く
り
係　

滝
沢
麻
理

春
の
お
祭
り

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
筑
北
村

で
の
春
。
花
が
咲
く
様
子
、
畑
仕
事

が
始
ま
る
様
子
、
山
菜
情
報
な
ど
、

一
つ
一
つ
が
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。
そ

ん
な
春
の
始
ま
り
に
、
各
地
域
で
は

様
々
な
お
祭
が
行
わ
れ
て
お
り
、
い

く
つ
か
の
お
祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

刈
谷
沢
神
明
宮
の
お
田
植
え
ま
つ

り
で
は
、
恵
み
の
雨
を
願
い
、
太
郎

と
次
郎
が
持
っ
て
廻
る
張
子
の
牛
に

み
ん
な
で
雪
を
ぶ
つ
け
ま
す
。
次
郎

の
「
毎
年
毎
年
嫌
や
で
ご
ざ
る
」
の

セ
リ
フ
な
ど
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な

お
祭
で
し
た
。

青
柳
地
区
の
里
坊
稲
荷
神
社
祭
典

で
は
、
日
用
品
を
吊
り
下
げ
た
大
き

な
山
車
が
く
り
出
し
、
富
く
じ
を
ま

き
な
が
ら
青
柳
宿
を
上
が
っ
て
行
き

ま
す
。
前
夜
祭
で
は
、
青
柳
宿
に
竹

筒
キ
ャ
ン
ド
ル
が
並
べ
ら
れ
、
と
て

【
ひ
と
言
欄
】

様
々
な
調
整
を
経
て
、
昨
年
か
ら

の
活
動
を
相
談
窓
口
と
し
て
制
度
化

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
田
中
）

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
田
ん
ぼ
を
始
め

ま
す
。
仕
事
の
傍
ら
ひ
と
り
で
で
き

る
の
か
不
安
に
な
る
広
さ
で
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
野
良
と
向
き
合

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
坂
井
）

こ
の
春
か
ら
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培
に

挑
戦
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ
栽
培
の
経
験

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
！　
　
　
　
　
　
　
　

   （
滝
沢
）

暖
か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
そ
ろ

そ
ろ
自
転
車
生
活
を
始
め
よ
う
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
購
入
！
お
気
に
入

り
に
出
会
い
た
い
で
す
。   （
高
橋
）

畑
、
は
じ
め
ま
す
！
じ
ゃ
が
い
も

か
ら
始
ま
り
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
夏
野
菜
、

ス
イ
カ
を
植
え
る
予
定
。
作
っ
た
野

菜
は
実
家
に
送
り
た
い
で
す
。
両
親

喜
ぶ
だ
ろ
う
な
！            （
須
永
）

も
風
情
が
あ
り
す
て
き
で
し
た
。
７

年
に
一
度
の
「
狐
の
嫁
入
り
」
は
、

次
回
は
二
十
九
年
三
月
で
す
。
こ
ち

ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

岩
殿
寺
の
火
渡
り
（
護
摩
供
養
）

で
は
、
導
師
に
よ
り
火
が
つ
け
ら
れ
、

火
が
お
さ
ま
る
と
い
よ
い
よ
火
渡
り

で
す
。
協
力
隊
二
人
も
渡
り
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
て
い
た
せ
い
か
、
あ
ま
り

熱
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何

か
ご
利
益
が
あ
る
気
が
し
て
い
ま
す
。

東
条
地
区
の
春
季
白
山
神
社
祭
典

で
は
、
地
区
と
人
々
の
お
祓
い
を
し

ま
す
。
巫
女
さ
ん
と
し
て
、
地
域
の

中
学
生
二
人
が
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。

赤
松
地
区
で
は
、
岩
殿
寺
の
住
職

さ
ん
が
地
区
と
人
々
の
発
展
を
願
い

ま
す
。
そ
し
て
、
住
職
さ
ん
が
一
人

一
人
に
、
厚
い
経
本
で
、
頭
、
肩
を

さ
す
り
、
最
後
は
背
中
に
ド
ン
！
結

構
な
衝
撃
で
、
何
か
あ
り
が
た
い
も

の
が
体
に
入
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

私
が
行
け
た
も
の
は
ほ
ん
の
一
部

で
す
が
、
各
地
区
、
様
々
な
伝
統
が

引
き
継
が
れ
て
い
て
、
特
徴
が
あ
り
、

魅
力
的
な
お
祭
で
し
た
。
ぜ
ひ
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
各

地
の
お
祭
な
ど
、
行
っ
た
り
お
話
を

聞
い
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
務
課
村
づ
く
り
係　

高
橋
桃

「
天
蚕
」（「
山
繭
」）知
っ
て
い
ま
す
か
？

筑
北
村
に
来
て
、
は
や
５
か
月
。

あ
っ
と
い
う
間
の
よ
う
な
気
も
す
る

し
、
１
年
く
ら
い
暮
ら
し
て
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、
外
か
ら
の

視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
筑
北
村

の
魅
力
・
い
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ

う
と
、
村
内
を
巡
り
、
色
々
な
方
と

お
話
し
て
い
ま
す
。　

今
回
、
私
が
今
注
目
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
書
き
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、「
天
蚕
」（「
山
繭
」）

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
私

は
、「
繭
」
は
見
た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、「
天
蚕
」
は
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
調

べ
て
み
る
と
、
な
ん
と
も
き
れ
い
な

黄
緑
色
！
緑
色
の
繭
を
作
る
ヤ
マ
マ

ユ
ガ
の
幼
虫
の
こ
と
を
「
や
ま
こ
」

と
い
い
ま
す
。
や
ま
こ
は
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
葉
を
食
べ
、
６
月
中

旬
頃
（
繭
）
に
な
り
ま
す
。
葉
を
包

む
よ
う
に
し
て
そ
の
中
に
作
ら
れ
ま

す
。
天
蚕
の
紡
ぐ
糸
は
、
絹
糸
（
シ

ル
ク
）
よ
り
美
し
い
光
沢
の
あ
る
緑

色
で
「
繊
維
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
や

「
繊
維
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

調
べ
て
い
く
中
で
、
ク
ヌ
ギ
や
ナ

ラ
の
木
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、

電
灯
の
発
達
な
ど
が
原
因
で
、
衰
退

し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
筑
北
村

の
里
山
に
は
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
の
木
も

豊
富
と
聞
い
た
し
、
電
灯
も
少
な
い

と
思
う
の
で
、
向
い
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
！
注
目
し
て
い
ま
す
。

穂
高
有
明
は
「
天
蚕
」
の
郷
。
こ

の
４
月
か
ら
天
蚕
に
つ
い
て
知
り
、

育
て
、
繭
で
作
品
を
作
る
講
座
、「
や

ま
こ
の
学
校
」
を
受
講
し
ま
す
。
楽

し
み
で
す
。
詳
し
い
方
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
！

総
務
課
村
づ
く
り
係　

須
永
繭

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

里
坊
稲
荷
神
社
祭
典
の
山
車

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
村
内
の
空
き

家
を
活
用
し
て
、
定
住
人
口
の
増
加

と
都
市
住
民
等
と
の
交
流
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
空
き
家

の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

情
報
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県

の
空
き
家
等
活
用
情
報
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
発
信
し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
で

行
わ
れ
る
移
住
相
談
デ
ス
ク
に
参
加

し
て
空
き
家
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
空
き
家
バ
ン
ク
内

で
の
契
約
成
立
は
７
件
で
、
内
訳
は

移
住
が
4
件
、
二
地
域
居
住
（
別
荘

的
な
利
用
）
が
２
件
、
村
内
で
の
転

居
が
１
件
で
し
た
。
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
24
年
度

か
ら
の
登
録
物
件
数
は
34
件
で
、
現

在
は
交
渉
中
の
も
の
を
含
め
13
件
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
４
月
15
日

現
在
）

「
田
舎
暮
ら
し
」
を
希
望
す
る
地

方
へ
の
移
住
者
は
、
当
初
は
リ
タ
イ

ア
後
の
団
塊
世
代
が
中
心
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
価
値
観
の
変
化
や
安

全
・
安
心
な
地
域
を
求
め
て
30
代
か

ら
40
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
増
加
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
空
き
家
を
見
学
に
村
を

訪
れ
た
方
は
、
42
人
で
、
空
き
家
の

需
要
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
近
く
に
、

バ
ン
ク
へ
登
録
し
て
い
た
だ
け
そ
う

な
空
き
家
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

総
務
課
村
づ
く
り
係
へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
実
績

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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♪すこやか子育てだより♪

乳幼児健診の健診受診率が100％になりました!!

平成 25年度は村での乳幼児健診の受診率が全て 100％の受診率となりました。
これは保護者の皆様がお忙しい日々の中でも、お子さんの心身の健康への関心が高いこ
との表れであると言えます。健診を受けていただきましたことに感謝申し上げます。

乳幼児健診は、成長発育の著しい時期にお子さんの成長段階を確認し、どのような関わ
りが成長発達の促しになるのか、今後の成長の見通しをつけるためにお母さん同士が学び
あう場でもあります。お母さん達の気持ちに沿った健診の場となりますよう、スタッフ一
同これからも努めてまいります。困ったこと、不安に思うことはいつでもご相談くださいね。

過ごしやすい季節になりました。５月は健診の季節です。検査データをみることで、ご自分の
数値がどこに向かっていくのか予想をしてみましょう。早期発見でも早期治療では悲しい！！

　　　　年度

健診時期

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率 対象者 受診者 受診率

4か月児 27 26 93.5 20 19 95.0 21 21 100

10ヵ月児 33 31 93.9 18 17 94.4 29 29 100

1歳6カ月児 24 21 87.5 33 31 93.9 17 17 100

3歳児 29 27 93.1 18 18 100 26 26 100

　自分のからだは自分で守ろう！！
　　～生活習慣病の予防に健診を受けましょう～

健康
ほっと
情報

でも、からだの状態を知ってから、生活習慣を変えることで、もとに戻るんですョ！！

心筋梗塞などの病気は、自覚症状がないまま20年から30年かけて悪化していきます！

“生活習慣病”っていったい何？

何年かぶりに健診を受けたら、血液検査
で糖尿病寸前と言われたんです。その日
から決心して生活を変え、メタボを解消
したら次の年の健診では治療の必要は全
くなくなりました。驚きました。

治療中の方も受けるの？
治療している病気以外でも動脈
硬化を進める状態がないのかを
みることをお勧めします。

こうなってからでは戻れませ
んが、再発予防や維持が大事
ですね。

生

活

習

慣

内

蔵

脂

肪
喫煙

過食 高血糖

高血圧

高脂肪

高尿酸

など

糖尿病

運動
不足

高
血
圧
症

高
脂
血
症

血
管
の
動
脈
硬
化

＂食べること＂をテーマに
　栄養士が送る…第3弾

生きることは
食べ続けること

検査の結果と食べ物は
深く関係しているよ
3. 食べ方
・食品の種類・量
・食べあわせ
・食べる時間

ご は ん
果 物
菓 子 類
砂 糖
酒・ビ ー ル

野 菜
き の こ
海 藻

肉
魚

( 卵 )

糖

油

食物センイ

ビタミン

ミネラル

脂肪
コレステロール
蛋白質
( プリン体 )

肝臓

Y-GT
(Y-GTP)

ALT
(GPT)

AST
(GOT)

腎臓

健康診断では
こんな値を調べているよ

2. 検査項目

赤血球

血色素
(ヘモグロビン )

血糖

中性脂肪

LDLコレステロール

HDLコレステロール

酸素

1. 体質や年齢
同じものを食べていても、
太る・太らないなど
個人差があるよね。

4. 動き方

ヘモグロビンエーワンシー
HbA1c

動くことで糖が使われる

(

消
費
場
所)

筋
肉
細
胞

糖が血中に余分に
残ると脂肪細胞に入る

(

蓄
積
場
所)

脂
肪
細
胞

インスリンは
すい臓からでてきます
少なくなったら
糖尿病？？

インスリンホルモン

脂肪細胞から
血管を痛める物質を

分泌

腹囲径

BMI
肝臓にたまる

余ると

すべての栄養が
まず肝臓に
集まります

腎臓はおしっこを
つくり、

いらないものを
すてるところです

クレアチニン
eGFR

( 糸球体ろ過 )

尿蛋白 尿潜血
水分 (塩 )

善玉だよ

悪玉だよ
血管の内側に
たまる

血管を痛める

血管を痛める血圧

血 管

脳

心臓

眼底検査

心電図

詳しいことは住民福祉課
栄養士までご連絡ください

(TEL:66-2111)

血液をとってみれば
からだ ( 血管 ) の中身が

わかるんだ !!
健診

まずは

受けてみよう

尿酸

健診では何をみているのでしょう

「がん検診を受けて健康寿命延伸！」
がんも生活習慣病です。休養・食事・運動が大切です。5月・6月は、胃・大腸検診を受けましょう！

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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４
月
６
日
に
坂
北
体
育
館
に
て
挙

行
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
に
６
名
の
新
入
団

員
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

若
林
団
長
か
ら
は
、
消
防
団
と
は

火
災
の
予
防
、
警
戒
や
鎮
圧
に
よ
り

住
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を
保

護
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
川
村
長
か
ら
は
、
消
防
団
の

現
状
は
、
少
子

化
・
人
口
減
の

影
響
で
新
規
入

団
者
の
減
少
が

続
き
、
適
正
規

模
の
維
持
が
懸

念
さ
れ
て
い
る

と
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
地

域
を
守
る
消
防
団
に
入
団
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
お
近
く
の
消
防
団
又
は

総
務
課
（
電
話
66
―
２
２
１
１
）
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

麻
績
消
防
署
と
明
科
消
防
署
で
は
、

傷
病
者
へ
の
救
命
効
果
向
上
を
図
る

た
め
、
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
大
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象

と
し
た
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
実

技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
、
出
血
時
の
止
血

法
の
応
急
手
当
な
ど
の
講
習
を
行
い

ま
す
。

■
開
催
日
時

　

平
成
26
年
7
月
6
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
開
催
場
所

　

明
科
公
民
館　

２
階
講
義
室

　
安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４
―
１

■
定
員
及
び
受
講
料

　

 

30
名
・
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

　

麻
績
消
防
署
ま
た
は
明
科
消
防
署

　

で
直
接
受
講
申
込
書
を
記
入
、
も

　

し
く
は
電
話
申
し
込
み
。

　

麻
績
消
防
署

電
話　

６
７
―
２
９
９
２

　

明
科
消
防
署

電
話　

６
２
―
２
９
９
２

■
申
込
締
切

　

平
成
26
年
７
月
３
日
（
木
）

平
成
26
年
度
筑
北
村
消
防
団

入
団
式
及
び
辞
令
交
付
式

上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）
申込期間:平成25年6月4日（水）〜6月8日（日）

来年4月に採用予定の松本広域連合消防職員（上級）の採用資格試験を次のとおり実施します。
◆募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

上級 消防 若干名 昭和 61 年 4 月 2 日から平成 5 年 4 月 1 日までに生まれた人で、
大学卒業程度の学力を有する人

◆第 1 次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成26年6月22日（日）
⑵　場所：教養試験　松本市波田公民館・体力試験　松本市波田体育館

◆受験申込
平成26年6月4日（水）から6月8日（日）までに、松本広域連合事務局（松本市役所波田支所）へ、
本人が直接、試験申込書を持参してください。土、日曜日も受付を行います。

◆試験案内・申込用紙
広域連合事務局、消防局及び各消防署並びに松本広域連合関係８市村の市役所・役場にあります。
※郵送希望の人は、140円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した角型二号の返信用封筒

を同封の上、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次のあて先へ請求してください。
〒 390-1401　松本市波田 4417 番地１　松本市役所波田支所４階

　　　松本広域連合事務局総務課　（電話 0263-87-5460）　　
※試験案内はホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.m-kouiki.or.jp

　自動車税・軽自動車税は、6月2日（月）までに納めましょう　
　平成２６年度の自動車税・軽自動車税の納期限は、６月２日です。必ず納期限までに納めましょう。
自動車税・軽自動車税は、各年度の４月１日を基準として自動車・バイクを所有されている方に課税さ
れますので、納税通知書によりお近くの金融機関等で納付してください。（軽自動車税については、役
場でも納付出来ます。）
自動車の継続検査（車検）又は構造等変更検査を受けるときには、自動車税納税証明書が必要です。
この納税証明書は納税通知書の領収書の横についていますので、納付が済みましたら自動車検査証と一
緒に大切に保管してください。ご不明な点、ご相談は次の連絡先までご連絡ください。

◆軽自動車税に関すること　筑北村総務課総務係　　　　（電話６６－２２１１）まで
◆自動車税に関すること　　長野県松本地方事務所税務課（電話４０－１９０６）まで

　　　　　　　 建設課上下水道係からのお知らせ 　　　　　　　
（お問い合せ先　建設課　電話 66-2111）

○水道料金・下水道料金が改定されました
　平成 26 年 4 月 1 日より消費税が５パーセントから８パーセントに改定されたことに伴い、水道料金及び下
水道料金について、消費税率改定相当分を引き上げさせていただきました。料金の改定は 4 月 1 日からですが、
平成 26 年 3 月 31 日以前から継続的に使用されている方は、6 月納付分から新料金の適用になります。
新料金額

１か月の金額 水道料金 下水道料金
基本料金 1,182 円 1,080 円

超過料金
１㎥

あたり

1 ～ 5㎥ 82 円 51 円6 ～ 10㎥ 102 円
11 ～ 40㎥ 185 円 154 円
41 ～ 60㎥ 205 円 164 円61㎥以上 226 円

地区公民館等 668 円 668 円

○水道メーターの交換にご協力をお願いします
　水道のメーターは、計量法により交換が義務づけられており村では計画的に各ご家庭のメーターを交換して
います。各ご家庭の費用負担はありませんが、村が指定した工事業者が敷地に立ち入らせていただきます。
　本年度は６月から 11 月に次の地区を実施いたしますので、ご協力をお願いいたします。

【対象地区】本城地域の河鹿沢、立川、岩戸、竹之下、田屋、八木、丸山町、小仁熊上
※対象地区の皆様には、改めて通知させていただきます。

○水洗化にご協力をお願いいたします
　ご家庭から出る汚れた水をきれいにするため、集落排水施設の充実と合併浄化槽の設置を推進しています。
現在、村の水洗化率は 79％で近隣村と比較しても低迷している状況です。まだ整備されていないご家庭におか
れましては、水洗化にご協力をお願いいたします。
　また本年度、新築・増築・改修などで合併浄化槽の設置を考えられている方は、５月末日までに建設課へお
申し出ください。下水施設の整備については、村の財政も厳しいことから国からの補助を受けており、本年度
の設置基数を把握する必要があります。
　水洗化についてのご相談は、建設課または村の指定工事店までご相談ください。

松本税務署からのお知らせ　印紙税の非課税範囲が拡大されています
事業者の皆様が平成26年４月１日以降に作成する領収証やレシートなどの「金銭又は有価証券の受取書」
に係る印紙税の取扱いが変更されていますので、ご注意ください。

「金銭又は有価証券の受取書」に係る印紙税の非課税範囲
平成26年３月31日まで 平成26年４月１日以降

３万円未満 ５万円未満
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筑
北
村
・
議
会
事
務
局
・
教
育
委
員
会
等 

担
当
者
一
覧

※【　】内は、その課が置かれている場所です。

平成26年4月1日現在

電話番号等一覧
◇坂北総合支所（総務課・村民課・議会事務局・会計室）
　　TEL　66-2211　　FAX　66-3656
◇本城総合支所（住民福祉課・建設課・村民課）　
　　TEL　66-2111　　FAX　66-3370
◇坂井総合支所（産業課・村民課）
　　TEL　67-2002　　FAX　67-3687
◇教育委員会事務局（こども支援課・生涯学習課）　
　　TEL　67-1161　FAX　67-2170　　　
◇公民館　
　　TEL　67-2064　FAX　67-2170
◇ひまわり保育園　
　　TEL　66-2043　

◇坂井保育園　
　　TEL　67-2153
◇坂北荘
　　TEL　66-2223　　
◇西条温泉とくら　
　　TEL　66-2114　　
◇冠着荘　
　　TEL　67-2216
◇社会就労センター　
　　TEL　66-2322　　
◇国民健康保険診療所　
　　TEL　67-4115
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海
外
視
察
研
修
記

　
　

農
業
委
員　

細
田 

一
男

農
業
委
員
全
員
参
加
の
も
と
、
去

る
２
月
21
日
か
ら
４
泊
５
日
の
日
程

で
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

現
地
は
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で

年
間
を
通
し
て
高
温
多
湿
、
日
本
の

よ
う
な
四
季
は
な
く
、
乾
期
（
11
月

か
ら
４
月
）
と
雨
季
（
５
月
か
ら
10

月
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が

現
地
入
り
し
た
こ
の
時
期
は
正
に
乾

期
の
真
只
中
、
一
滴
の
雨
も
な
く
終

日
30
℃
を
超
え
る
暑
さ
の
連
日
で
あ

り
ま
し
た
。

現
地
の
農
業
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
雨
季
の
間
の
年
１
回
の
耕
作
で

あ
る
が
、
灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
る
一
部
の
地
域
で
は
乾
期
作
も
可

能
で
、
二
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
耕
起
に
は
一
部
の
裕
福
な

農
家
で
ト
ラ
ク
タ
ー
や
耕
運
機
を
使

用
し
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の

農
家
で
は
牛
、
水
牛
が
使
わ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
実
際
に
放
し
飼
い
に

さ
れ
た
牛
が
い
た
る
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

主
な
農
作
物
は
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

筑北村
農業委員会
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農
業
委
員
会
で
は
、「
筑
北
村
農

業
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」
を
ま
と

め
、
市
川
会
長
、
久
保
田
会
長
代
理
、

細
尾
農
振
部
会
長
、
山
田
農
地
部
会

長
の
４
人
で
村
長
を
訪
問
し
、
関
川

村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
の
業
務
の

一
つ
で
あ
る
「
行
政
へ
の
建
議
」
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

１
．有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
被
害
は
、
年
々
悪
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
村
に
お

い
て
も
有
害
鳥
獣
防
除
対
策
補
助
等

の
支
援
に
よ
り
電
気
柵
等
の
設
置
が

進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
個
体
の
増
加
、

そ
の
行
動
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
依
然

と
し
て
被
害
は
深
刻
な
問
題
で
す
。

「
筑
北
村
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」を

村
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

有
害
鳥
獣
防
除
・
捕
獲
対
策
事
業
を

継
続
的
に
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
有
害
獣
の
出
没
し
に
く
い
環
境

整
備
を
積
極
的
に
講
じ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

○
防
護
柵
設
置
作
業
及
び
管
理
作
業

に
対
す
る
支
援
の
充
実

○
有
害
鳥
獣
対
策
検
討
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
置

○
村
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
と
併
せ

て
、
広
域
的
な
取
り
組
み
の
推
進

○
農
地
に
隣
接
す
る
里
山
の
整
備
を

進
め
、
有
害
獣
の
出
没
を
防
ぐ
対
策

の
実
施

２
．農
業
後
継
者
・
担
い
手
確
保
、　

　

  

育
成
に
つ
い
て

農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
農

シ
、
イ
モ
類
、
胡
椒
、
天
然
ゴ
ム
で
、

大
部
分
が
農
家
の
自
給
自
足
の
た
め

の
備
蓄
品
と
な
っ
て
お
り
、
農
薬
、

化
学
肥
料
は
一
切
使
用
し
な
い
た
め

に
生
産
性
は
大
分
低
い
よ
う
で
し
た
。

市
街
地
は
日
本
の
よ
う
な
住
宅
や

店
舗
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
中
心
部

を
少
し
離
れ
る
と
、
バ
ナ
ナ
や
ヤ
シ

の
木
の
間
に
伝
統
的
な
高
床
式
の
住

宅
が
点
在
し
、
ど
こ
ま
で
も
平
地
で

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

い
ま
す
。

一
軒
の
農
家
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、

５
人
で
暮
ら
す
こ
の
家
は
高
床
式
の

木
造
茅
葺
き
屋
根
、
外
に
は
炊
事
用

の
鍋
、
室
内
に
は
備
蓄
用
の
米
、
野

菜
、
水
が
め
、
ラ
ジ
オ
を
聴
く
た
め

の
バ
ッ
テ
リ
ー
、
夜
間
の
虫
除
け
の

た
め
の
蚊
帳
な
ど
が
雑
然
と
置
か
れ

て
お
り
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
活
水
準
は
標
準
的

な
農
家
と
の
こ
と
で
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
日
中
は
強
い
日

射
し
に
見
舞
わ
れ
る
も
の
の
夕
刻
か

ら
朝
方
に
か
け
て
は
涼
し
く
、
１
日

を
通
し
て
結
構
な
寒
暖
差
が
あ
り
、

そ
の
気
候
特
性
と
肥
沃
な
土
壌
を
利

用
し
た
う
え
で
、
乾
期
の
給
水
対
策
、

流
通
経
路
の
確
立
、
農
業
指
導
者
育

成
等
の
喫
緊
の
課
題
を
克
服
す
れ
ば
、

が
自
ら
の
手
で
遺
跡
修
復
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
遺
跡
の
周
辺
住
民
を
雇

用
し
指
導
し
な
が
ら
遺
跡
の
修
復
に

あ
た
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

中
に
は
親
子
で
参
加
し
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

講
習
の
後
は
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
遺

跡
を
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
案
内

い
た
だ
き
、
壁
面
に
あ
る
レ
リ
ー
フ

か
ら
始
ま
り
遺
跡
の
細
部
ま
で
詳
し

く
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遺
跡
の
中
心
寺
院
バ
イ
ヨ
ン
で
は
、

穏
や
か
な
笑
み
を
た
た
え
る
四
面
観

音
菩
薩
が
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
林

立
し
、
一
種
独
特
な
空
間
を
生
み
出

し
て
お
り
ま
し
た
。

巨
大
寺
院
を
次
々
と
創
造
し
約

７
０
０
年
に
わ
た
っ
て
栄
華
を
極
め

た
ア
ン
コ
ー
ル
王
朝
、
あ
る
日
突
然

民
は
消
え
建
築
物
は
放
棄
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
高
い
文

化
を
持
っ
た
民
族
は
ど
こ
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
余
韻
を
感

じ
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
業
大

国
と
な
る
可
能
性
を
十
分
秘
め
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

観
光
立
国
と
も
い
わ
れ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
１
千
以
上
の
遺
跡
が
点
在

し
、
そ
の
中
で
も
東
南
ア
ジ
ア
最
大

の
石
造
伽
藍
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト

の
壮
大
な
建
築
様
式
や
回
廊
に
刻
ま

れ
た
見
事
な
レ
リ
ー
フ
は
そ
の
ど
れ

も
が
素
晴
ら
し
く
、
１
日
い
て
も
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
ア
ン
コ
ー
ル
ト
ム
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ａ
（
日
本
政
府
ア
ン
コ
ー
ル
遺

跡
救
済
チ
ー
ム
）
か
ら
遺
跡
修
復
と

遺
跡
の
現
状
に
つ
い
て
特
別
講
習
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
は
日
本
人
に

よ
る
修
復
で
は
な
く
、
地
元
の
住
民

業
後
継
者
・
担
い
手
の
確
保
、
育
成

は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。
新
規

就
農
者
ま
た
定
年
退
職
者
が
安
心
し

て
農
業
技
術
を
習
得
し
、
営
農
す
る

た
め
の
支
援
体
制
の
整
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ

Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
協
力
・
連
携
し
、

営
農
相
談
、
営
農
指
導
等
の
窓
口
の

設
置

○
筑
北
村
農
業
振
興
事
業
補
助
金
の

有
効
活
用
や
、
資
金
を
無
利
子
で
借

入
れ
が
で
き
る
基
金
を
新
設

○
家
庭
内
就
農
者
へ
の
、
支
援
策
の

検
討

○
集
落
営
農
組
織
な
ど
共
同
組
織
の

立
上
の
支
援

３
．耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農
地
対
策

　

 

に
つ
い
て

農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
村
内
全
域
で
、
耕
作
放
棄
地

及
び
遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
等
に
よ
り
耕
作
を
継
続
す
る

こ
と
が
困
難
な
農
地
の
引
き
受
け
等

に
つ
い
て
、
広
域
的
な
農
作
業
組
織

の
設
立
な
ど
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
ま
す
。

○
村
の
主
要
な
作
物
の
栽
培
支
援
の

拡
充

○
村
の
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
を

行
い
、
守
る
べ
き
農
地
の
明
確
化

○
国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
た
、
村

外
か
ら
担
い
手
の
確
保

４
．農
業
政
策
に
つ
い
て

筑
北
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

が
、
や
り
が
い
と
魅
力
の
あ
る
産
業

と
し
て
持
続
的
な
維
持
・
発
展
を
遂

げ
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
特
性

を
見
直
し
、
収
益
性
の
あ
る
農
産
物

推
進
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

○
加
工
施
設
の
設
備
更
新
な
ど
、
施

設
整
備
の
推
進

○
減
農
薬
栽
培
な
ど
、
こ
だ
わ
り
の

農
産
物
栽
培
の
推
進

○
地
産
地
消
の
推
進　
　
　
　

以
上

第18号
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と
同
じ
場
所
で
は
で
き
な
い
の
で
、

当
面
は
現
在
の
施
設
で
行
い
、
本
城

保
育
園
を
子
育
て
支
援
施
設
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
指
導
員
や

バ
ス
の
運
転
手
の
確
保
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
る
の
で
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　

各
家
庭
が
迎
え
に
来
る
時
間

が
異
な
る
の
で
バ
ス
で
の
送
迎
は
難

し
い
の
で
は
？
場
所
は
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
な
い
の
か
尋
ね
る
。

学
校
等
統
合
準
備
室
長　

こ
れ
か
ら

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

学
校
統
合
推
進
委
員
会
は
再

度
立
ち
上
げ
る
の
か
尋
ね
る
。

村
長　

村
の
学
校
統
合
推
進
委
員
会

は
昨
年
12
月
に
解
散
し
て
お
り
、
新

年
度
で
新
た
な
組
織
を
構
築
し
た
い
。

筑
北
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

質
問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
仕
組
み
と

更
新
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

基
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
は

業
者
に
委
託
し
て
い
る
た
め
、
内
容

の
変
更
は
有
償
に
な
る
。
タ
イ
ム
リ

ー
な
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
各
担
当

部
署
に
お
い
て
作
成
、
編
集
し
、
総

務
課
の
広
報
担
当
１
名
が
審
査
し
て

更
新
し
て
い
る
。
各
課
で
公
開
す
る

記
事
も
同
様
で
あ
る
。
保
育
料
の
無

料
化
な
ど
、
大
き
な
内
容
の
も
の
に

つ
い
て
は
「
筑
北
村
と
は
」
と
い
う

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
に
村
長
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
新
た
な
項
目
を
加

え
、
そ
の
中
に
入
れ
た
い
と
考
え
て

い
る
。
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い

て
は
、
各
課
に
お
い
て
最
新
の
情
報

を
提
供
す
る
よ
う
徹
底
す
る
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
も
今
年
か
ら

お
礼
の
品
を
変
更
す
る
よ
う
な
の
で

大
き
く
ア
ッ
プ
し
て
頂
き
た
い
。
ま

た
「
ち
～
ブ
ロ
」
へ
の
投
稿
と
早
い

情
報
へ
の
更
新
を
お
願
い
す
る
。

村
長　

今
年
、
村
で
実
施
し
て
い
る

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
村
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
人
は
村

の
中
で
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
Ｔ
Ｖ

で
の
情
報
伝
達
の
実
現
を
お
願
い
し

た
い
。

の
そ
の
後
の
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

村
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
分
析

結
果
は
委
員
会
に
報
告
し
、
他
地
域

の
視
察
も
何
カ
所
か
実
施
し
た
。
村

バ
ス
な
ど
１
つ
の
交
通
形
態
だ
け
で

は
な
く
、
幾
つ
か
の
形
態
を
組
み
合

わ
せ
、
有
識
者
の
意
見
も
交
え
、
引

き
続
き
麻
績
村
と
の
バ
ス
路
線
の
連

携
も
含
め
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

②
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
の
現
状
と
今
後
の
考
え
を
尋
ね

る
。

住
民
福
祉
課
長　

地
域
で
の
支
え
合

い
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の
支
え
合
い
台

帳
と
支
え
合
い
マッ
プ
の
更
新
作
業
時

に
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
村
の
人
口
が
減
少
し
、
高
齢

化
率
が
38
・
９
％
と
５
年
前
よ
り
３
％

増
加
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
高
齢
者

同
士
の
共
助
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
地
域
内
の
支
え
合
い
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
に
な
る
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
。

質
問　

③
高
齢
者
等
福
祉
、
特
に
軽

度
な
方
を
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し

て
い
く
方
向
に
つ
い
て
村
の
考
え
を

尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

軽
度
要
支
援
者
の

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

村
の
第
６
次
福
祉
計
画
の
中
で
も
推

進
を
掲
げ
て
い
る
。
27
年
度
か
ら
の

第
７
次
福
祉
計
画
を
本
年
度
中
に

作
成
す
る
が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
、

福
祉
支
援
事
業
全
体
を
見
た
計
画
の

策
定
と
推
進
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実

質
問　

長
寿
社
会
で
、
学
校
教
育
終

了
後
も
約
60
年
、
生
涯
学
習
の
機
会

が
求
め
ら
れ
、
ま
た
希
望
す
る
方
も

増
加
し
て
い
る
。
先
般
社
会
教
育
委

員
会
か
ら
の
提
言
の
あ
っ
た
内
容
等

今
後
の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

教
育
長　

生
涯
学
習
は
徐
々
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
学
習
の
成
果
が

豊
か
な
村
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
施
設
や
推

進
体
制
、
学
習
支
援
体
制
の
不
十
分

さ
と
予
算
と
の
関
係
な
ど
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
の
拠
点

と
な
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

の
設
置
、
整
備
、
充
実
を
検
討
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の

統
廃
合
検
討
組
織
に
つ
い
て

質
問　

旧
３
村
か
ら
の
各
種
公
共
施

設
が
２
７
４
施
設
あ
り
、
人
口
減
少

に
伴
い
、
今
後
維
持
管
理
が
重
荷
に

な
る
。
住
民
意
向
を
反
映
し
た
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
、
統
廃
合
に
よ
る

効
率
的
な
運
営
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
検
討
組
織
等
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

施
設
は
年
々
老
朽
化
が
進
み
、

維
持
費
が
負
担
と
な
っ
て
い
く
。
庁

内
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
利

用
状
況
、
代
替
施
設
の
有
無
、
整
備

の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
利
用
者
の

意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、
検
討
し
て

い
く
。

質
問　

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
施

設
の
後
利
用
な
ど
財
政
面
も
考
慮
し

た
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て待井　安登 議員

質
問　

予
算
編
成
に
あ
た
り
特
に
重

点
配
分
し
た
事
業
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　
「
筑
北
村
は一つ
」
を
創
造
す

る
実
効
性
の
あ
る
施
策
推
進
の
た
め
、

保
育
料
の
無
料
化
を
予
算
化
し
、
喫

緊
課
題
で
あ
る
庁
舎
統
合
、
学
校
統

合
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
松
く
い
虫
対
策
、

水
路
改
修
、
道
路
改
良
、
学
校
施
設

体
育
館
防
災
機
能
強
化
に
つ
い
て
国
・

県
の
補
助
を
見
込
み
重
点
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
遊
休
荒
廃
地
へ
の
薬
草
栽

培
に
よ
る
特
産
品
開
発
委
託
料
な
ど
、

少
額
で
も
今
後
の
足
が
か
り
と
な
る

事
業
の
予
算
を
計
上
し
た
。

質
問　

地
方
交
付
税
の
安
定
確
保
の

見
通
し
と
今
後
の
適
正
規
模
の
予
算

編
成
の
検
討
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

当
初
予
算
で
は
、
地
方

交
付
税
は
国
の
見
込
み
に
よ
り
、
若

干
減
の
計
上
で
あ
る
。

　

ま
た
、
交
付
税
を
含
む
依
存
財
源

は
全
体
の
83
・
６
％
で
あ
り
今
後
地

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の

表
紙
に
関
す
る
提
案

初
版
よ
り
同
じ
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
表

紙
を
有
効
に
使
い
写
真
の
部
分
を
大

き
く
使
用
で
き
る
よ
う
提
案
す
る
。

地
域
福
祉
に
つ
い
て

佐藤　文男 議員

質
問　

高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、

日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
方
が
多

く
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

以
下
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

議
会
３
月
定
例
会

一
般
質
問

学
校
統
合
に
つ
い
て

鎌田　欣子 議員

質
問　

本
城
地
域
の
放
課
後
児
童

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、

統
合
委
員
会
の
中
で
も
引
き
続
き
本

城
地
域
で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
る
が
ど
う
か
。

学
校
等
統
合
準
備
室
長　

本
城
小
・

坂
北
小
が
一
つ
に
な
る
の
だ
か
ら
学

童
保
育
も
一
つ
に
し
た
ほ
う
が
良
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
坂
北
の
現

在
の
施
設
で
は
狭
い
。
園
児
と
児
童

第51号

『ひまわりクラブ（本城小）』今年は31人登録です

本城公民館
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「
筑
北
村
は
一
つ
」
に
つ
い
て

質
問　

村
長
の
言
う
「
筑
北
村
は
一

つ
」
に
つ
い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

多
方
面
に
わ
た
り
、
各
地
域

住
民
が
交
流
し
、
統
合
す
べ
き
も
の

は
統
合
し
て
い
く
。
こ
れ
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
「
筑
北
村
は
一
つ
」
に
つ
な
が
る
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

宮島　義次 議員

質
問　

新
年
度
は
一
般
会
計
で
41
億

方
税
の
大
幅
増
収
を
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
も
、
歳
出
の
ス
リ
ム
化
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

県
道
大
町
麻
績
イ
ン
タ
ー

千
曲
線
改
良
に
つ
い
て

質
問　

差
切
地
籍
か
ら
山
清
路
間
、

幅
員
も
狭
い
上
カ
ー
ブ
、
ト
ン
ネ
ル

も
多
く
車
両
の
通
行
に
困
難
を
き
た

し
て
い
る
。
今
後
の
改
良
計
画
の
推

進
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

本
路
線
は
、
県
の
中
央

部
を
東
西
に
結
び
、
各
地
域
の
経
済
、

産
業
の
発
展
を
促
進
す
る
上
で
も
重

要
路
線
で
あ
る
。
道
路
整
備
に
つい
て

は
、
近
隣
の
市
・
村
と
期
成
同
盟
会

を
構
成
し
、
県
に
お
い
て
「
新
山
清

路
橋
」
新
設
を
事
業
化
し
、
事
業
を

進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
要
望
区
間

に
つ
い
て
県
は
、「
新
山
清
路
橋
」
の

完
成
後
に
検
討
予
定
と
い
う
意
向
の

た
め
関
係
団
体
や
期
成
同
盟
会
な
ど

で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
事
業
化
と
な

る
よ
う
強
く
要
望
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

差
切
峡
温
泉
施
設
坂
北
荘

の
運
営
に
つ
い
て

質
問　

業
態
変
更
か
ら
３
年
経
過
す

５
千
８
百
万
円
の
大
型
予
算
と
な
っ

た
。
予
算
編
成
の
基
本
方
針
を
尋
ね

る
。

村
長　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
編
成

の
基
本
方
針
は
、
国
、
県
の
動
向
に

注
視
し
、
確
実
な
歳
入
を
見
込
む
と

と
も
に
、
税
収
入
や
適
正
な
受
益
者

負
担
を
確
保
す
る
。
さ
ら
な
る
行
政

改
革
に
努
め
、
中
長
期
的
な
視
点
で

健
全
な
財
政
構
造
に
改
善
し
て
い
く

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
、
引
き

続
き
重
要
課
題
は
人
口
減
ス
ト
ッ

プ
・
人
口
増
加
対
策
と
し
、
若
者
定

住
促
進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
重
点
と
す
る
。
筑
北
村
は
一
つ

を
創
造
す
る
実
効
性
の
あ
る
施
策
を

推
進
す
る
。

　

こ
の
た
め
事
業
の
計
画
立
案
の
段

階
か
ら
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
の
費

用
対
効
果
を
意
識
し
、
創
意
工
夫
し

て
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
選
択
と
集
中

の
実
践
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
。

地
域
に
偏
り
の
な
い
行
政
運
営
に
よ

り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
村
政
の
実
現
を
目
指
す
。

　

以
上
の
基
本
に
立
ち
、
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
本
庁
の
移
転
、
学

校
統
合
な
ど
の
大
型
事
業
を
控
え
て

い
る
こ
と
と
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

る
中
で
今
後
の
利
用
向
上
と
施
設
充

実
を
含
め
た
管
理
運
営
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

村
づ
く
り
推
進
室
長　

売
り
上
げ
は

対
前
年
17
％
ほ
ど
伸
び
て
い
る
が
、

施
設
は
築
36
年
が
経
過
し
、
機
械
設

備
の
維
持
管
理
費
が
今
後
大
き
な
負

担
と
な
る
。
利
用
向
上
に
つ
い
て
も

現
行
の
経
営
形
態
で
は
対
応
が
難
し

い
の
で
、
業
態
変
更
後
３
年
間
の
検

証
を
行
い
、
今
後
の
方
向
付
け
を
考

え
て
い
き
た
い
。

質
問　

利
用
向
上
の
た
め
「
憩
い
の

日
」
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
放
送
の
復
活

を
す
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

放
送
審
議
会
で
、

一
年
間
は
放
送
せ
ず
に
様
子
を
見
る

と
の
事
で
対
応
し
て
き
た
が
、
今
後

検
討
す
る
。

　

う
支
出
増
を
加
味
し
つ
つ
、
具
体
的

取
り
組
み
を
考
慮
し
行
う
。

松
食
い
虫
対
策
に
つ
い
て

質
問　

松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
を
防

ぐ
上
で
、
薬
剤
の
空
中
散
布
が
必
要

と
考
え
る
が
、
散
布
面
積
が
広
が
ら

な
い
原
因
と
空
中
散
布
に
対
す
る
調

査
研
究
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

有
人
ヘ
リ
で
散
布
を
実

施
す
る
に
は
、
毎
年
２
月
に
行
わ
れ

る
県
松
く
い
虫
防
除
対
策
協
議
会
に

防
除
計
画
を
提
出
し
、
審
査
・
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
審

査
に
は
地
域
住
民
の
要
望
と
散
布
実

施
の
同
意
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、

同
意
が
あ
っ
て
も
散
布
に
は
地
域
的

な
限
定
が
あ
る
。
ま
た
、
空
中
散
布

に
対
す
る
世
論
の
厳
し
い
意
見
が
あ

り
、
積
極
的
な
動
き
は
し
て
い
な
い

が
有
人
ヘ
リ
で
で
き
る
範
囲
、
部
分

に
つ
い
て
抽
出
し
て
い
る
。

質
問　

限
ら
れ
た
面
積
と
場
所
の
中

で
、
散
布
で
き
る
無
人
ヘ
リ
に
よ
る

空
中
散
布
を
行
う
考
え
は
な
い
か
尋

ね
る
。

産
業
課
長　

無
人
ヘ
リ
に
よ
る
実
施

に
つ
い
て
も
、
有
人
ヘ
リ
と
同
様
に

地
域
住
民
の
要
望
と
同
意
が
必
要
で

平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て沖村　智 議員

質
問　

筑
北
村
第
１
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
と
の
整
合
性
が
あ
る
か

ど
う
か
。

村
長　

平
成
26
年
度
予
算
は
、
予
算

編
成
方
針
に
基
づ
き
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
、
今
後
の
財
政
見
通
し
及
び

喫
緊
の
課
題
、
公
約
に
掲
げ
た
事
業

の
実
現
等
を
踏
ま
え
編
成
し
た
。
結

果
と
し
て
対
前
年
度
比
９
・
５
％
増

と
な
っ
た
が
、
各
事
業
を
み
て
も
筑

北
村
第
１
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
と
の
整
合
性
は
あ
る
。

質
問　

筑
北
村
の
場
合
、
当
初
の
計

画
よ
り
も
人
件
費
と
物
件
費
が
予
定

以
上
の
歳
出
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を
も
っ
て
い

る
か
。

村
長　

現
在
職
員
は
１
０
０
名
だ
が
、

年
度
経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
く
。

ま
た
、
学
校
の
統
合
等
事
業
が
進
め

ば
予
算
歳
出
も
大
幅
に
減
少
す
る
と

考
え
る
。

あ
る
。
今
年
度
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
水
を
散
布
し
て

飛
散
状
況
、
散
布
範
囲
な
ど
散
布
実

施
の
資
料
と
し
て
行
い
た
い
。

村
長
公
約
と村

政
運
営
の
あ
り
方

太田　守彦 議員

質
問　

26
年
度
予
算
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
そ
の
想
い
を
尋
ね
る
。

村
長　
「
停
滞
か
ら
前
進
へ
」
が
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
限
ら
れ

た
財
政
の
中
で
喫
緊
課
題
を
踏
ま
え

質
問　

３
つ
の
自
治
体
が
合
併
を
し

て
も
村
の
ま
ま
と
い
う
自
治
体
は
全

国
的
に
稀
で
あ
る
。
本
城
・
坂
北
地

域
と
坂
井
地
域
は
物
理
的
に
離
れ
て

お
り
、
自
治
体
運
営
（
財
政
運
営
）

の
視
点
か
ら
非
効
率
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
麻
績
村
と
の

合
併
を
進
め
効
率
的
な
財
政
運
営
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

村
の
方
針
は
ど
う
か
。

村
長　

私
は
常
々
筑
北
村
は
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
筑
北

村
が
一
つ
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
う
な
れ
ば
そ
こ
に
、
麻
績
村

も
い
つ
で
も
参
加
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
合
併
し
て
９
年
が
経
過
し
た

が
何
一
つ
で
き
て
い
な
い
の
で
、

ま
ず
旧
３
村
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に

注
力
し
て
い
く
。

質
問　

今
後
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

単
年
度
ご
と
に
編
成
す
る
の
で
は
な

く
長
期
的
な
予
算
編
成
を
組
ま
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
、

専
門
の
職
員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

企
画
財
政
係
を
企
画
財
政
課

に
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
本
年
度
は
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
質
問
の
趣
旨
は
理

解
で
き
る
の
で
平
成
27
年
４
月
に
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

坂北荘

松くい虫被害による伐倒くん蒸処理

「筑北はひとつ」　聖山山頂より

坂井
坂北本城
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総
務
課
長　

森
林
環
境
の
整
備
に
重

点
を
置
き
、
新
規
事
業
は
、
栃
平
ダ

ム
上
流
の
水
源
林
の
整
備
費
４
百
４

３
万
円
。
国
庫
補
助
を
受
け
て
の
継

続
事
業
は
、
松
林
健
全
化
推
進
事
業

費
２
千
５
６
８
万
円
を
計
上
し
、
松

く
い
虫
被
害
防
除
対
策
を
実
施
す
る
。

質
問　

第
４
章
「
観
光
・
交
流
と
農

業
を
中
心
と
し
た
創
造
性
あ
る
産
業

が
育
つ
村
づ
く
り
」
で
の
事
業
内
容

を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

継
続
事
業
で
あ
る
土
地

改
良
維
持
適
正
化
事
業
費
６
６
１
万

円
。
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
事
業
費
３
千
２
０
８

万
円
で
水
路
の
老
朽
箇
所
を
改
修
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
す
る
た
め
の
費

用
６
９
１
万
円
な
ど
で
あ
る
。

質
問　

第
５
章
「
歴
史
と
文
化
を
継

承
し
想
像
す
る
心
豊
か
な
人
を
育
む

村
づ
く
り
」で
の
事
業
内
容
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

学
校
施
設
で
は
、
体
育

館
防
災
機
能
強
化
費
１
億
１
９
６
３

万
円
。
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
施

行
事
業
費
１
７
４
万
円
。
パ
ソ
コ
ン

教
育
環
境
整
備
費
４
８
８
万
円
。
継

続
事
業
は
、
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
充
実
費
２
４
７
万
円
と
推
進

の
た
め
に
専
門
員
な
ど
の
設
置
費
５

１
４
万
円
。
文
化
財
保
護
で
は
、
坂

た
予
算
編
成
を
行
い
、
村
総
合
計
画

の
具
現
化
を
目
指
し
た
い
。

質
問　

就
任
４
ヶ
月
が
経
過
し
、
前

進
し
た
と
感
じ
る
事
を
尋
ね
る
。

村
長　

昨
年
末
、産
業
課
職
員
へ「
青

豆
の
凍
み
豆
腐
」
作
り
を
持
ち
か
け
、

今
や
試
食
会
の
段
階
と
な
っ
た
。
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
事
業
が
で
き
て
い
る

と
感
じ
た
。

質
問　

私
は
「
ひ
ま
わ
り
と
バ
ッ
ク

ホ
ー
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
考
え
た
。
統
合
さ
れ
る
「
筑
北
ひ

ま
わ
り
保
育
園
」
と
保
育
料
が
無
料

に
な
る
こ
と
、
ま
た
道
路
や
水
路
工

事
現
場
で
活
躍
す
る
重
機
の
名
前
か

ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
。
大
型
予
算
で

は
あ
る
が
、
二
歩
で
も
三
歩
で
も
筑

北
村
が
前
進
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　

続
い
て
、
村
の
後
期
総
合
計
画
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
、「
企
業
誘
致
」

の
施
策
が
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

な
い
の
は
何
故
か
伺
う
。

村
長　

国
道
４
０
３
号
沿
い
へ
進
出

し
た
い
と
い
う
話
は
あ
る
が
、
優
良

農
地
で
あ
る
関
係
上
、
国
や
県
と
も

相
談
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
な
る
過
疎
地
と
な
ら
な
い
よ
う
誘

致
に
取
り
組
む
。

質
問　

後
期
総
合
計
画
は
28
年
度
迄

だ
が
、
随
時
点
検
し
、
未
達
成
項
目

北
の
大
日
堂
に
消
火
栓
の
設
置
費
１

２
８
万
円
な
ど
で
あ
る
。

質
問　

第
６
章
「
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
交
流
や
連
携
と
明
る
く
潤
い
の

あ
る
社
会
を
展
望
で
き
る
村
づ
く

り
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

里
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

費
４
３
５
万
円
。
定
住
促
進
助
成
金

７
９
０
万
円
。
文
字
放
送
・
告
知
放

送
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
費
４
千
９

３
５
万
円
。
庁
舎
統
合
の
年
度
内
完

成
に
向
け
、
設
計
・
工
事
費
１
億
９

４
０
９
万
円
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
財
政
を
見
通
し
た
予
算
編
成
に
し

た
。

が
あ
れ
ば
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化

と
予
算
化
を
お
願
い
す
る
。

　

次
に
、
村
政
運
営
に
お
け
る
公
明

性
と
い
う
観
点
で
、
冠
着
荘
や
健
康

館
と
いっ
た
個
別
の
施
設
を
取
り
上
げ

て
議
論
す
る
の
で
は
な
く
。
２
７
４

あ
る
施
設
を
、
一
度
全
て
「
ま
な
板
」

に
乗
せ
全
貌
を
知
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

施
設
は
台
帳
シ
ス
テ
ム

で
管
理
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
基
礎
デ

ー
タ
は
提
示
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

質
問　

施
設
ご
と
に
、
建
物
・
設
備
・

利
用
度
と
い
っ
た
項
目
で
５
段
階
に

評
価
し
、
評
価
の
悪
い
施
設
か
ら
順

に
統
廃
合
の
検
討
を
始
め
た
ら
公
明

性
が
担
保
で
き
る
と
考
え
る
の
で
提

案
す
る
。

　

最
後
に
健
全
性
と
い
う
観
点
で
、

27
年
度
以
降
の
歳
入
歳
出
に
お
け
る

借
金（
村
債
等
）と
返
済（
公
債
費
等
）

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
見
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　

積
極
的
な
繰
上
償
還
を

行
っ
た
事
も
あ
り
、
実
質
公
債
費
比

率
は
23
・
３
％
か
ら
11
・
４
％
へ
と

減
少
で
き
た
。
27
年
度
以
降
は
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
中
で
あ
る
。

質
問　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
過
去

３
年
間
の
平
均
値
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク

と
、
分
母
と
な
る
地
方
交
付
税
が
減

学
校
統
合
に
つ
い
て

小山　正博 議員

質
問　

学
校
等
統
合
検
討
推
進
委
員

会
は
昨
年
12
月
に
解
散
し
て
お
り
、

再
開
と
編
成
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

保
護
者
の
方
の
各
組
織
と
住

民
を
含
め
て
人
選
す
る
が
、
す
ぐ
に

立
ち
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
な
る

べ
く
早
く
新
た
な
委
員
会
を
設
置
し
、

速
や
か
に
検
討
に
入
り
た
い
。

質
問　

私
は
、
最
近
状
況
が
変
わ
っ

た
と
感
じ
る
。
な
る
べ
く
早
く
と
は

曖
昧
な
表
現
な
の
で
、
４
月
な
り
５

月
な
り
、
具
体
的
な
時
期
を
尋
ね
る
。

村
長　

そ
こ
ま
で
に
方
向
性
が
見
え

れ
ば
良
い
と
思
う
。
長
年
か
か
っ
た

も
の
が
、
１
カ
月
や
２
カ
月
で
は
結

論
は
出
な
い
。
坂
井
地
域
の
皆
様
と

も
よ
く
話
し
合
い
た
い
。

質
問　

筑
北
村
・
麻
績
村
学
校
等
統

合
検
討
会
議
（
両
村
会
議
）
の
開
催

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

両
村
の
選
挙
の
関
係
で
、

昨
年
９
月
以
降
未
開
催
で
あ
る
。
ま

る
ほ
ど
比
率
が
高
く
な
る
と
い
う
マ

ジ
ッ
ク
が
あ
る
。
３
年
目
か
ら
悪
化

し
、
貯
金
を
使
い
果
た
す
４
年
目
は

急
激
に
上
昇
す
る
の
で
は
な
い
か
、

着
地
点
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

実
質
公
債
費
比
率
は
減

少
傾
向
だ
が
、
や
る
べ
き
事
は
や
り
、

現
行
の
ま
ま
で
推
移
し
て
行
く
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

村
長
公
約
と村

政
運
営
の
あ
り
方

山崎　広道 議員

質
問　

当
初
予
算
編
成
基
本
方
針
の

ず
両
村
長
、
副
村
長
、
教
育
委
員
長
、

教
育
長
に
よ
る
８
者
会
談
を
行
い
、

意
見
交
換
を
し
た
い
。

質
問　

麻
績
（
高
野
）
村
長
は
、
定

例
議
会
で
、
両
村
会
議
を
３
月
末
に

検
討
し
た
い
と
回
答
さ
れ
た
。
私
は
、

麻
績
村
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く

方
向
と
感
じ
た
。
３
月
開
催
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

両
村
検
討
委
員
会
の
立
ち

上
げ
そ
の
も
の
の
考
え
方
が
違
う
。

ま
ず
そ
の
辺
の
す
り
合
わ
せ
を
し
て

か
ら
調
整
し
た
い
。

質
問　

村
長
は
、
村
は
一
つ
、
小
学

校
も
一
つ
と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、

教
育
委
員
会
の
立
場
は
、
行
政
と
一

線
を
引
く
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

村
長　

財
政
問
題
も
関
係
す
る
し
、

結
論
を
出
す
時
期
だ
と
考
え
て
い
る
。

坂
井
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
皆
様
の

協
力
を
得
る
た
め
に
話
し
合
い
た
い
。

質
問　

筑
北
村
は
、
小
学
校
も
含
め

て
一
つ
と
の
村
長
の
思
い
は
よ
く
わ

か
っ
た
が
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
は

充
分
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
。

最
重
要
課
題
「
人
口
減
ス
ト
ッ
プ
人

口
増
対
策
」
を
基
軸
と
し
た
主
な
事

業
名
と
当
初
予
算
額
を
基
本
項
目
に

添
っ
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

第
１
章
「
健
康
福
祉
の

充
実
」
で
は
、
が
ん
検
診
を
初
め
各

種
検
診
事
業
、
生
活
習
慣
病
予
防
、

高
齢
者
、
障
害
者
の
福
祉
な
ど
に

６
千
１
３
２
万
円
。
消
費
税
増
税
へ

の
支
援
事
業
費
１
千
１
６
９
万
円
で

あ
る
。

質
問　

第
２
章
「
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
生
活
基
盤
が
充
実
し
た
村
づ

く
り
」
で
の
道
路
整
備
の
実
施
個
所
、

橋
梁
修
繕
事
業
及
び
上
下
水
事
業
の

機
能
強
化
事
業
の
内
容
と
事
業
費
を

尋
ね
る
。

総
務
課
長　

社
会
資
本
整
備
総
合
事

業
交
付
金
事
業
の
継
続
事
業
と
新
規

事
業
に
約
１
億
５
千
万
円
。
橋
梁
の

調
査
・
設
計
２
千
１
５
１
万
円
。
上

下
水
道
事
業
で
は
、
老
朽
化
し
た
施

設
・
整
備
の
修
繕
と
資
産
台
帳
の
作

成
費
約
１
千
万
円
。
老
朽
化
し
た
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
費
１
千
４

７
８
万
円
な
ど
で
あ
る
。

質
問　

第
３
章
「
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
り
、
心
安
ら
ぐ
癒
し
の
村
づ
く

り
」
は
新
規
事
業
で
あ
る
が
そ
の
内

容
を
尋
ね
る
。

水路工事現場

本城庁舎
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豪
雪
災
害
に
つ
い
て

質
問　

今
回
の
豪
雪
災
害
は
、
30
年

に
一
度
の
異
常
気
象
に
よ
る
も
の
と

の
事
だ
が
、
被
害
状
況
、
高
齢
者
・

要
支
援
者
の
安
否
確
認
、
除
雪
対
応
、

農
業
ハ
ウ
ス
へ
の
村
の
支
援
策
な
ど
、

今
後
の
課
題
を
尋
ね
る
。

村
長　

公
営
住
宅
の
雨
ど
い
や
水
路

等
に
破
損
が
あ
り
確
認
中
で
あ
る
。

安
否
確
認
は
社
協
と
共
に
行
い
、
必

要
な
世
帯
の
除
雪
を
実
施
し
た
。
農

業
ハ
ウ
ス
の
復
旧
・
修
繕
に
つ
い
て

は
、
近
隣
市
村
と
同
調
し
、
９
割
以

内
を
助
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後

は
、
豪
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

し
、
除
雪
し
な
い
路
線
、
雪
捨
て
場
、

危
険
箇
所
の
目
印
、
除
雪
業
者
間
の

情
報
共
有
等
を
検
討
し
徹
底
し
た
い
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

山田　寿 議員

質
問　

歳
出
予
算
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
総
務
費
で
２
・
２
億
円
増
の

８
億
円
、
土
木
費
で
１
億
円
増
の
２

億
９
千
万
円
、
教
育
費
で
１
億
２
千

万
円
増
の
５
億
１
千
万
円
、
交
際
費

で
４
千
万
円
減
の
５
億
７
千
万
円
と

な
っ
て
い
て
、
村
総
合
計
画
並
び
に

村
長
公
約
と
の
整
合
性
は
見
て
取
れ

る
が
、
総
額
は
41
億
５
千
万
円
余
で

あ
る
。
26
年
度
末
の
公
債
残
高
の
変

動
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

現
在
予
定
し
て
い
る
借

入
額
と
26
年
度
返
済
額
を
差
し
引
く

と
39
億
９
千
万
円
余
と
な
り
、
対
前

年
比
３
２
５
７
万
円
余
の
減
と
な
る
。

質
問　

５
年
後
を
目
途
に
減
反
制
度

廃
止
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
伴
い
米
生
産
の
増
大
、
米
価
の
下

落
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る

国
・
県
と
連
携
し
た
村
の
対
策
を
尋

ね
る
。

産
業
課
長　

少
子
高
齢
化
・
米
価
の

動
向
な
ど
の
懸
念
の
中
、
農
業
自
体

の
維
持
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。「
人

と
農
地
プ
ラ
ン
」
で
支
援
農
家
・
担

い
手
農
家
の
育
成
で
荒
廃
地
を
増
や

さ
な
い
努
力
を
し
て
い
く
。

質
問　

里
の
駅
構
想
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
該
当
施
設
と
し
て
公
民
館

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
里
の
駅
は
地

域
の
生
活
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、

文
化
の
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
中
に
図

書
館
機
能
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

図
書
館
・
美
術
館
は
村
の
発

展
に
つ
な
が
る
。
現
在
あ
る
３
図
書

館
を
一
本
化
し
、
例
え
ば
役
場
の
庁

舎
が
空
け
ば
２
階
を
図
書
館
に
す
る

こ
と
も
で
き
る
。

男
女
協
同
参
画
計
画
の

実
現
に
向
け
て

質
問　

平
成
23
年
に
筑
北
村
男
女
共

同
参
画
計
画
を
策
定
し
た
が
、
こ
の

推
進
の
た
め
行
政
と
委
員
会
が
協
働

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
実

施
に
向
け
て
の
考
え
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

平
成
23
年
度
か
ら

５
年
時
間
の
村
の
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
固
定
的
観
念
に
と
ら
わ
れ
て
い

た
男
女
の
役
割
分
担
を
解
消
し
、
男

女
の
均
等
な
雇
用
機
会
と
待
遇
の
確

保
、
社
会
参
加
の
促
進
、
誰
も
が
人

間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
基

本
に
、
活
力
と
安
心
の
村
づ
く
り
を

課
題
と
し
て
い
る
。
今
後
27
年
以
降
、

村
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
委
員
会
を

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

計
画
推
進
に
は
幅
の
広
さ
、

奥
行
き
の
深
さ
が
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
条
例
制
定
が
望
ま
し
い
が
考
え

を
尋
ね
る
。

村
長　

当
村
で
も
行
政
・
議
会
・
委

員
会
な
ど
で
女
性
の
参
画
が
増
加
し

て
き
て
い
る
。
条
例
制
定
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

＊
３
月
定
例
会
審
議
内
容
は
別
紙
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

豪雪によるハウス倒壊

議   会   日   誌

3月
7日～17日

18日
19日
25日

26日

３月定例会
小学校卒業式
中学校卒業式
保育園卒園式
本城保育園坂北保育園閉園式
消防救急デジタル無線設備・消防
通信指令システム等運用開始式

4月
3日
4日
14日
21日

筑北ひまわり保育園開園式・保育園入園式
小学校・中学校入学式
議会だより編集委員会
議会運営委員会・全員協議会

筑北村選挙管理委員会からお知らせ

長野県知事選挙執行日決定
選　挙　期　日　　平成26年8月10日（日）　
選挙期日告示日　　平成26年7月24日（木）
期日前投票開始日

＊筑北村地域情報センター　

　　　　平成26年7月25日（金）〜8月9日（土）
　　　　午前8時30分〜午後8時まで

＊本城期日前投票所及び坂井期日前投票所
　　　　平成26年8月2日（土）〜8月9日（土）
　　　　午前8時30分〜午後7時まで

当日　8月10日（日）は、全投票所の投票時間が

午前7時〜午後7時までです。　（村選挙管理委員会で決定）
◎　終了時間にご注意ください。
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（別紙） 平成26年3月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議決の結果

条
例
制
定
・
一
部
改
正

消費税法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例 原案可決
全員賛成

筑北村課設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例 〃

筑北村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村保育所設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村本城交流促進センター・交流研修宿泊施設設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例 〃

筑北村坂北保養センター条例の一部を改正する条例 〃

筑北村坂井保養センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村坂井高齢者活動・生活支援促進機械施設設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例 〃

筑北村排水処理施設条例の一部を改正する条例 〃

筑北村非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正す
る条例 〃

筑北村社会教育委員設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村公民館設置条例の一部を改正する条例 〃

予
　
算

平成25年度筑北村一般会計補正予算（第5号）
ほか　特別会計補正予算　12件 〃

平成26年度筑北村一般会計予算
ほか　特別会計予算　12件 〃

請
願
陳
情

「特定秘密保護法」の廃止を求める請願
集団的自衛権に関する憲法解釈を変更することに反対する請願
労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める陳情書

「過労死防止基本法の制定を求める意見書」採択を求める陳情

継続審査
採　　択

〃
〃

意
見
書

集団的自衛権に関する憲法解釈を変更しないことを求める意見書
労働者保護ルール改悪反対を求める意見書
過労死防止基本法の制定を求める意見書　　
＊それぞれ関係機関へ意見書の送付を行いました。

筑北村
公民館報

平成26年5月16日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

第51号

◆
各
地
区
分
館
役
員

○
本
城
地
域

・
東
条
一

　

分
館
長　
　

山
岸　

稔
明

　

分
館
主
事　

窪
田　

稔

　

体
育
部
長　

柳
沢　

和
夫

　

文
化
部
長　

西
村　

勝　

・
東
条
二　

　

分
館
長　
　

江
間　

廣

　

分
館
主
事　

中
村　

嘉
孝

　

体
育
部
長　

細
田　

雅
義

　

文
化
部
長　

吉
野　

秀
之

・
乱
橋

　

分
館
長　
　

城
宝　

弘
吉

　

分
館
主
事　

宮
下　

重
三

　

体
育
部
長　

岩
下　

高
明

　

文
化
部
長　

柳
澤　

正
幸

・
小
仁
熊

　

分
館
長　
　

長
畦　

道
甫

　

分
館
主
事　

宮
川　

敬
介

　

体
育
部
長　

中
澤　

隆
司

　

文
化
部
長　

吉
池　

孝
義

・
丸
山
長

　

分
館
長　
　

相
川　

茂
門

　

分
館
主
事　

北
澤　

佳
憲

　

体
育
部
長　

相
川　

茂
門

　

文
化
部
長　

北
澤　

佳
憲

・
西
条

　

分
館
長　
　

藤
原　

孝
一

　

分
館
主
事　

柳
澤　

利
文

　

体
育
部
長　

塚
原　

唯
彦

　

文
化
部
長　

松
舘　

清
吉

・
聖
南
町

　

分
館
長　
　

矢
口　

孝
幸

　

分
館
主
事　

藤
沢　

光
雄

　

体
育
部
長　

鬼
熊　

芳
明

　

文
化
部
長　

斉
藤　

高

○
坂
北
地
域

・
刈
谷
沢

　

分
館
長　
　

宮
入　

義
次

　

分
館
主
事　

滝
澤　

清
志

　

体
育
部
長　

宮
入　

祥
太

　

文
化
部
長　

宮
入　

範
吉

・
東
山

　

分
館
長　
　

細
尾　

武
雄

　

分
館
主
事　

丸
山
喜
美
雄

　

体
育
部
長　

一
ノ
瀬
賢
一

　

文
化
部
長　

太
田　

宏
司

・
中
村

　

分
館
長　
　

鎌
田　

治
文

　

分
館
主
事　

飯
森　

實

　

体
育
部
長　

勝
野　

正
一

　

文
化
部
長　

嶋
田　

裕

公
民
館
関
係
役
員
名
簿

・
青
柳

　

分
館
長　
　

峰
村　

佳
秀

　

分
館
主
事　

市
川　

清
史

　

体
育
部
長　

北
嶋　

芳
男

　

文
化
部
長　

宮
渕　

忠
則

・
昭
和
町

　

分
館
長　
　

渡
辺　

武
喜

　

分
館
主
事　

宮
澤　

清
長

　

体
育
部
長　

小
林　

正
幸

　

文
化
部
長　

吉
池　

祐
一

・
竹
場

　

分
館
長　
　

宮
崎　

守
幸

　

分
館
主
事　

宮
澤　

文
章

　

体
育
部
長　

青
嶋　

松
夫

　

文
化
部
長　

中
沢　

光
男

・
仁
熊

　

分
館
長　
　

若
林　

基
保

　

分
館
主
事　

柳
澤
彌
壽
福

　

体
育
部
長　

細
尾　

明
美

　

文
化
部
長　

田
口　

幸
廣

・
別
所

　

分
館
長　
　

増
田　

清

　

分
館
主
事　

柳
澤　

清

　

体
育
部
長　

増
田　

雅
彦

　

文
化
部
長　

菊
池　

克
典

・
向
原

　

分
館
長　
　

古
川　

道
喜

　

分
館
主
事　

桜
井　

大
成

　

体
育
部
長　

河
上　

岳

　

文
化
部
長　

太
田　

好
穂

○
坂
井
地
域

・
上
安
坂

　

分
館
長　
　

滝
沢　

千
洋

　

分
館
主
事　

滝
沢　

竹
男

　

体
育
部
長　

久
保
村
和
子

　

文
化
部
長　

関
森　

典
貞

・
中
安
坂

　

分
館
長　
　

宮
下　

進
二

　

分
館
主
事　

若
林　

茂

　

体
育
部
長　

若
林　

昭
隆

　

文
化
部
長　

宮
嶋　

美
朗

・
下
安
坂

　

分
館
長　
　

市
川　

厚
夫

　

分
館
主
事　

宮
坂　

貴
彦

　

体
育
部
長　

市
川　

厚
夫

　

文
化
部
長　

宮
坂　

貴
彦

・
下
永
井

　

分
館
長　
　

萬
井　

誠

　

分
館
主
事　

吉
池　

隆
夫

　

体
育
部
長　

松
本　

安

　

文
化
部
長　

西
村　

嘉
高

・
上
永
井

　

分
館
長　
　

玉
井　

正
人

　

分
館
主
事　

植
原　

喜
恒

　

体
育
部
長　

若
林　

善
博

　

文
化
部
長　

西
沢　

清
貴

◆
情
報
部
員
名
簿

　

関
﨑　

宏
美

　

鎌
田　

欣
子

　

一
之
瀬　

陽
子

　

若
林　

敬
子

　

玉
井　

玲
子

　

高
野　

博
久

　

窪
田　

昌
朋

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
名
簿

　

柳
澤　

健
一

　

萬
井　

俊
樹

　

佐
藤　

利
江

　

一
之
瀬　

賢
一

　

市
川　

久
仁
子

　

宮
澤　

憲
二

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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g
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g
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ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg
　

人
口
の
75
％
が
35
才
以
下
と
い
う

若
く
て
活
気
が
あ
り
急
成
長
を
続
け

て
い
る
注
目
の
国
ベ
ト
ナ
ム
。　
　

　

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
た
時
、
現
地
の

ガ
イ
ド
さ
ん
が
バ
ス
の
中
で
ベ
ト
ナ

ム
の
人
々
の
考
え
方
や
生
き
方
に
つ

い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
ど
ん
な
時
も
前
向
き
に
生
き
る

　

く
よ
く
よ
し
て
い
て
も
仕
方
が
な

い
。
悩
ん
で
い
て
も
何
も
生
ま
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
に
辛
く
悲
し

い
事
が
あ
っ
て
も
、
前
へ
前
へ
と
考

え
行
動
し
て
い
く
。
自
然
に
道
も
開

け
、
自
殺
す
る
人
は
い
な
い
。

◆
人
と
し
て
だ
れ
も
が
平
等

　

職
種
や
財
産
で
人
の
価
値
を
き
め

る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
仕
事
を
し
て

く
れ
る
人
が
い
る
の
で
自
分
も
生
き

て
い
か
れ
る
と
考
え
互
い
の
存
在
を

認
め
合
い
ど
ん
な
立
場
の
人
と
も
分

け
隔
て
な
く
接
し
て
い
る
。

　

植
民
地
支
配
や
戦
争
が
長
く
続
い

て
き
た
ベ
ト
ナ
ム
。
自
由
や
平
和
が

一
番
大
切
と
思
っ
て
い
る
。
地
位
や

お
金
の
あ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
自
由

で
あ
り
幸
せ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

だ
か
ら
、
他
人
の
生
活
や
生
き
方
を

羨
む
こ
と
は
な
い
。

◆
先
祖
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る

　

先
祖
が
い
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は

存
在
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
先
祖

や
お
年
寄
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。

一
族
が
と
て
も
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

る
。
町
の
大
部
分
の
家
が
三
階
建
で

三
階
部
分
が
先
祖
の
部
屋
。
先
祖
の

為
に
最
高
の
お
花
や
新
鮮
な
果
物
等

の
供
物
を
常
に
用
意
し
、
そ
れ
を
食

べ
る
こ
と
は
し
な
い
。

◆
そ
の
人
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
考
え
方
が

違
っ
て
当
た
り
前
。
そ
れ
ぞ
れ
良
さ

が
あ
り
、
比
較
し
た
り
非
難
し
た
り

す
る
こ
と
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
話
を
聞
き
ベ
ト
ナ
ム
の

人
々
の
心
の
大
き
さ
や
広
さ
を
感
じ
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
気

が
し
ま
し
た
。
は
じ
け
る
よ
う
な
笑

顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
仲
良
く
遊
び
、

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

心
の
伝
言
板
○30

「
筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」

開
園
〜
入
園

本
城
柔
道
ク
ラ
ブ 

長
野
県
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

功
績
者
表
彰
受
賞

で
、
お
母
さ
ん
と
の
別
れ
に
泣
く
子

は
当
然
い
ま
す
が
、
戸
外
で
好
き
な

遊
び
を
し
て
お
腹
が
す
い
て
給
食
を
食

べ
れ
ば
心
も
体
も
満
た
さ
れ
、
に
こ
に

こ
笑
顔
に
な
っ
て
一
週
間
も
し
な
い
う

ち
に
泣
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
大
勢
い
る
と
遊
び
も
広
が
り
、

子
ど
も
同
士
模
倣
し
な
が
ら
、
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

未
満
児
は
二
歳
児
九
名
、一歳
児
五
名

と
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
の
集
団
で
す

が
、
二
歳
児
の
子
ど
も
が
一
歳
児
の
子

ど
も
の
面
倒
を
見
た
り
す
る
な
ど
の

か
か
わ
り
が
見
ら
れ
、
小
さ
い
な
が
ら

も
大
勢
の
中
で
育
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
、

大
勢
の
人
数
や
環
境
に
す
ぐ
に
適
応

し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
び
を
作
り

だ
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
益
々

遊
び
が
広
が
り
大
勢
の
中
で
刺
激
し

合
い
、
よ
り
一
層
の
成
長
を
し
て
い

く
こ
と
が
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
も
「
筑
北
ひ
ま

わ
り
保
育
園
」
で
子
ど
も
主
体
に
の

び
の
び
と
遊
び
、
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
の
後
押
し

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

園
長　

清
水　

智
香
子

し
か
し
、
近
年
は
柔
道
ク
ラ
ブ
に

加
入
す
る
子
ど
も
の
数
も
減
り
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、
指

導
者
の
指
導
資
格
も
厳
し
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
永
き
に
渉
り
活
動
を
続

け
て
き
た
本
城
柔
道
ク
ラ
ブ
も
残
念

な
が
ら
平
成
26
年
3
月
を
持
っ
て
活

動
を
中
止
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。今

ま
で
本
城
柔
道
ク
ラ
ブ
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
永
い

間
、
ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
稽
古
に
励
ん
で
き
た
子
ど

も
達
の
た
め
に
、
平
成
14
年
か
ら
現

在
ま
で
指
導
い
た
だ
い
た
白
井
政
晴

先
生
と
も
相
談
し
、
26
年
度
の
1
年

間
限
り
で
す
が
公
民
館
事
業
の一環
と

し
「
柔
道
教
室
」
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
さ
れ
る
児
童
の
保
護

者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
有
功
章
と
は
、
長
野
県
の
社
会
体

育
関
係
団
体
で
活
動
及
び
運
営
が
社

会
体
育
振
興
に
貢
献
し
、
他
の
模
範

と
な
る
も
の
に
対
し
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。

平
成
二
十
六
年
四
月
三
日
に
「
筑

北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」
が
開
園
し
、

新
入
児
二
十
二
名
を
迎
え
、
全
園
児

七
十
一
名
で
に
ぎ
や
か
に
入
園
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

本
城
・
坂
北
保
育
園
の
統
合
に
あ

た
り
、
多
く
の
皆
様
が
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
よ
り
よ
い
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
き
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
、

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
、

活
気
あ
ふ
れ
る
「
筑
北
ひ
ま
わ
り
保

育
園
」
の
入
園
式
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
四
日
か
ら
は
通
常
保
育
が

始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
長
児
は
二
十
四
名
と
理
想
的
な
人

数
で
保
育
室
の
中
は
、
遊
び
の
宝
箱
の

よ
う
に
色
々
な
遊
び
が
展
開
し
、
園

庭
で
は
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
「
サ
ッ

カ
ー
」
や
「
か
け
っ
こ
」
が
と
こ
ろ

狭
し
と
自
然
に
始
ま
っ
て
い
て
、
何
と

も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
年
中

児
は
十
三
人
で
す
が
、
今
ま
で
ず
っ
と

一
緒
に
い
た
か
の
よ
う
に
落
ち
着
い
て

仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
年
少
児
は

二
十
人
と
近
年
に
な
く
大
勢
の
ク
ラ
ス

青
少
年
の
健
全
育
成
の
中
で
柔
道

を
通
じ
真
に
底
力
の
あ
る
意
志
と
強

固
な
身
体
の
鍛
錬
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
52
年
6
月
に
少
年
柔
道

ク
ラ
ブ
（
本
城
柔
道
ク
ラ
ブ
）
が
発

足
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
30
年
以
上

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
、
毎
年
県
大

会
出
場
を
果
た
す
な
ど
小
さ
な
道
場

な
が
ら
も
実
績
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、
長

野
県
体
育
協
会
長
（
長
野
県
知
事
）

よ
り
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
績
団
体

（
※
有
功
章
）
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

筑北ひまわり
保育園

開園しました！！

元気いっぱい
遊んでいます！！



33 32

　

三
月
と
四
月
と
で
は
、
子
ど
も
達

の
顔
つ
き
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
成
長
を
一
番
実
感
で
き
る
季
節

が
「
春
」
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特

に
入
園
、
入
学
を
迎
え
た
子
ど
も
達

の
笑
顔
は
、「
春
」
そ
の
も
の
で
す
。

今
年
度
も
様
々
な
活
動
を
通
し
て
見

せ
て
く
れ
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
や
子

育
て
を
し
て
い
る
方
、
そ
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
の
笑
顔
を
こ

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ベ
ビ
ー
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
四
日
）

　

生
後
二
か
月
頃
か
ら
の
赤
ち
ゃ
ん

を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ

Ａ
の
会
よ
り
太
田
二
三
子
助
産
師
を

講
師
に
迎
え
、
月
に
一
回
行
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
の
手
が
、
赤
ち
ゃ

ん
の
全
身
を
優
し
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
同
時
に
優

え
が
お
の
ポ
ケ
ッ
ト

し
い
お
か
あ
さ
ん
の
歌
声
と
表
情
も

赤
ち
ゃ
ん
に
届
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
脳

に
良
い
刺
激
を
与
え
る
こ
と
も
教
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
の
お
母
さ
ん

同
士
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
お
し
ゃ
べ
り

も
、
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
子
ど
も
を
連
れ
て
家
か
ら
一

歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

次
回
は
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
笑

顔
が
詰
ま
っ
た
、
た
く
さ
ん
の
ポ
ケ

ッ
ト
を
紹
介
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

平成 26 年 4 月から子育て支施策の一環として実施します。

保育料無料化
年少児以上の保育料を無料としました。詳細は、村のホームペー

ジに掲載しておりますので、ご覧いただくか教育委員会事務局

こども支援課（電話：67 － 1161）へお問い合わせください。

長時間保育時間延長
　午前 8 時から 8 時 30 分までと午後 4 時 30 分から 6 時までを実施していましたが、午前 7

時 30 分から 8 時 30 分までと午後 4 時 30 分から 6 時 30 分までとしました。

なお、保護者の方の勤務や通勤時間等の事情に応じて、午前 7 時から 7 時 30 分までと午後 6

時 30 分から 7 時までの 30 分を限度として延長を認めることにしました。

「子育ては、筑北村で！」を合言葉に子育て支援を充実していきます。

保育園が利用しやすくなりました！

筑北村図書館だより
本屋大賞受賞
2014年、全国の書店員が選ぶ一番売りたい本に選ばれました。

【村上海賊の娘】
和
わ だ

田 竜
りょう

1969年 12月、大阪府生まれ。早稲田大学政治経済学部卒。
2007年に「のぼうの城」でデビュー。

和田竜さんのほかの作品
・のぼうの城
・忍びの国
	 筑北村図書館にあります。

新しい職員のご紹介
この度筑北村図書館に入りました。まだ分からない事も多く、ご迷惑をおかけすますがど
うぞよろしくお願いします。

「ロスジェネの逆襲」大人気になりました“半沢直樹”シリーズのまだドラマ化されてな
いものです。ドラマを観てこのシリーズを知り、続きが気になって借りてしまいました。
名台詞になった「倍返し」が出てくるでしょうか？楽しみに読んでみてください。

この度、筑北村図書館で働くことになりました。精一杯頑張りたいと思いますので、よろ
しくお願いいたします。

「物語シリーズ」アニメ化された人気シリーズです。化物語・偽物語など沢山出ています。
どれも面白いです。筑北村図書館にも物語シリーズおいてあります。近々終物語下も入る
のでぜひいらして下さい。

引き続きよろしくお願いいたします。
「旅の絵本」様々な国を旅人が旅する文字のない絵本です。風景だけでなく、隠し絵や童
話の登場人物たちがところどころ隠れていますので、それを探すのも楽しみの一つです。
日本もありますので、ぜひご覧ください。

高橋 明子

オススメ本

鈴 木　 彩

オススメ本

村西 由梨
オススメ本
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コ
ラ
ム

　

今
年
の
冬
は
記
録
的
な
大
雪
と

大
寒
波
の
到
来
に
よ
り
、
寒
く
長

く
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
冬
も
終

わ
り
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
温
暖
化
の
影
響

か
今
度
は
春
な
の
に
や
け
に
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

　

春
は
子
供
達
も
新
学
期
に
な
り
、

我
が
家
も
新
入
生
が
い
る
の
で
慌

た
だ
し
い
毎
日
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

四
月
に
入
る
と
農
作
業
も
や
る

こ
と
が
山
積
み
で
急
に
忙
し
く
な

り
ま
す
。
ま
だ
体
が
冬
の
冬
眠
か

ら
覚
め
て
い
な
い
の
で
、
毎
年
こ

の
時
期
は
ぎ
っ
く
り
腰
に
ま
で
し

な
い
よ
う
に
休
み
休
み
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

春
に
楽
し
み
な
の
は
山
菜
で
す
。

フ
キ
ノ
ト
ウ
や
ナ
ズ
ナ
、
ゼ
ン
マ

イ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
筑
北
の
谷
で

は
季
節
の
山
菜
が
た
く
さ
ん
取
れ

る
の
で
天
ぷ
ら
や
お
ひ
た
し
に
し

て
、
旬
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

都
会
で
は
で
き
な
い
一
番
の
贅
沢

で
す
ね
。
ま
だ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

少
な
い
の
で
美
味
し
い
山
菜
料
理

の
レ
シ
ピ
を
是
非
教
え
て
下
さ
い

ね
！

　
　
　
　
　
　
　

        

Ｒ
Ｅ
Ｉ

卒園おめでとう

坂北・本城保育園　最後の卒園式
聖南中学筑北中学 旅立ち　そして出発

期待と希望を胸
に

ウキウキ！ドキド
キ！

後輩たちへ
エールのメッセ

ージ

おめでとう！

先生！後輩たちありがとう！元気で頑張って！
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坂
井
小
学
校

教頭

宮
みやがわ

川源
げんざぶろう

三郎
先生

① 

野
球
観
戦
、
音
楽
鑑
賞
。

②
村
民
な
の
で
最
近
の
印
象
で
す
。

松
枯
れ
が
多
く
さ
み
し
い
な
と
思
い

ま
す
。

③
筑
北
中
、
聖
南
中
に
も
い
た
の
で

顔
な
じ
み
の
方
も
多
い
で
す
。
明

る
く
素
直
な
子
供
と
ま
た
関
わ
れ

て
う
れ
し
い
で
す
。
見
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

5年生担任

宮
みやばら

原　宣
のぶひろ

浩
先生

①
テ
ニ
ス
、釣
り
、写
真
、Ｐ
Ｃ
な
ど
。

②
自
然
いっ
ぱ
い
の
心
安
ら
げ
る
場
所
。

③
早
く
坂
井
地
域
や
筑
北
村
に
慣
れ

た
い
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

2年生担任

森
もり

田
た

　茂
しげる

先生

①
釣
り
と
将
棋
は
好
き
の
横
好
き
で
す

（
ず
い
ぶ
ん
と
や
って
い
ま
せ
ん
が
）。

②
自
分
の
郷
里
と
雰
囲
気
が
似
て
い

て
落
ち
着
き
ま
す
。

③
料
理
作
り
も
大
好
き
で
す
。
ど
な

た
か
村
の
料
理
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡
わたなべ

邉はるか
先生

①
体
を
動
か
す
こ
と
（
い
い
汗
を
か

く
こ
と
）。
お
い
し
い
も
の
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
。

②
・
筑
北
村
の
方
は
み
ん
な
温
か
い

　

人
ば
か
り
。　

・
自
然
豊
か
。

　

・
温
泉
が
近
く
に
あ
っ
て
最
高
！
。

③
筑
北
村
の
い
い
所
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
明
る
く

元
気
に
！
子
供
達
と
楽
し
く
学
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

図書館司書

大
おおまえ

前有
ゆ り え

里恵
先生

①
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
こ

と
。
笑
う
こ
と
。

②
自
然
が
いっ
ぱ
い
で
の
ん
び
り
し
て
い

て
良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

③
早
く
筑
北
村
に
な
じ
ん
で
い
き

た
い
で
す
。
村
で
お
会
い
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聖
南
中
学
校

1学年担任

髙
たかなし

梨　秀
ひでたか

隆
先生

①
読
書
、
も
の
づ
く
り

②
の
ん
び
り
で
き
る
。
落
ち
着
け
る

場
所
。

③
な
つ
か
し
い
母
校
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。「
ど
っ
こ
い
清
掃
」
が
ん

ば
り
ま
す
。

養護教諭

峰
みねむら

村　友
ゆ り

里
先生

①
旅
行
を
考
え
る
こ
と
。
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド

②
の
ど
か
で
時
間
が
ゆ
っ
た
り
流
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
な
ー
と
思
い
ま

し
た
。

③
自
然
に
い
っ
ぱ
い
触
れ
た
い
で
す
。

元
気
な
子
ど
も
達
と
と
も
に
笑
顔

で
が
ん
ば
り
ま
す
。

栄養教諭

橋
はしもと

本真
ま な み

奈美
先生

①
吹
奏
楽
・
フ
ル
ー
ト

②
筑
北
の
は
ぜ
か
け
米
が
、
本
当
に

お
い
し
い
!!

③
旧
四
賀
村
の
出
身
で
す
。
お
隣
の

筑
北
村
に
来
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

音楽３組担任

吉
よし

田
だ

　智
とも

樹
き

先生

①
サ
ッ
ク
ス

②
自
然
が
豊
か
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

③
筑
北
中
か
ら
聖
南
中
へ
異
動
と
な

り
、
筑
北
村
に
は
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1年副担任

熊
くまがい

谷　和
かず

樹
き

先生

①
身
体
を
動
か
す
こ
と
。
料
理
。
猫

と
遊
ぶ
こ
と

②
自
然
豊
か
で
、
景
色
が
き
れ
い
。

③
松
本
か
ら
筑
北
村
へ
来
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

① 
趣
味
・
特
技
は
？

② 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？ 

③ 

自
己
Ｐ
Ｒ
！

本
城
小
学
校

教頭

伊
い が

賀　雅
まさ

志
し

先生

①
ド
ラ
イ
ブ
野
球
（
最
近
は
ほ
と
ん

ど
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
…
）

②
＊
自
然
が
豊
か
。
＊
お
米
が
お
い

し
い
。
＊
住
み
や
す
い
。

③
名
前
が
「
伊
賀
」
で
ま
る
で
忍
者

の
よ
う
で
す
が
、
決
し
て
あ
や
し

い
者
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

図書館司書

中
なか

尾
お

　恵
え り

里
先生

①
読
書
・
散
歩
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

②
お
米
と
野
菜
が
お
い
し
い
！

③
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
集
う
図
書

館
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支援員

東
とうかいりん

海林和
かず

人
と

先生

新
任
の
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

①
趣
味
…
映
画
鑑
賞　
　
　
　

　

特
技
…
ク
イ
ズ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

さ
れ
て
い
た
連
続
ク
イ
ズ
ホ
ー
ル

ド
オ
ン
！
に
出
場
経
験
が
あ
り
ま

す
。）

②
の
ど
か
で
い
い
所
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

③
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
お
も

い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支援員

横
よこむら

村ありさ
先生

①
趣
味
・
の
ん
び
り
す
る
こ
と
特
技
・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ブ

②
や
さ
し
い
人
が
多
い

③
筑
北
村
の
色
々
な
所
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
オ
ス
ス
メ
の
所
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

坂
北
小
学
校

学校統合コーディネーター

鳥
とりのうみ

海　康
やすし

先生

①
日
本
酒
が
大
好
き

②
豊
科
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
が
、

思
っ
た
よ
り
近
く
感
じ
ま
し
た
。

学
校
の
職
員
が
多
い
の
で
、
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

③
坂
北
・
本
城
小
の
両
校
が
、
一
番

よ
い
形
で
一
緒
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

5年生

太
おお

田
た

　喜
よしひろ

博
先生

①
野
球

②
自
然
が
豊
か
で
、
地
域
の
方
々
が

温
か
い
人
た
ち
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。

③
隣
り
生
坂
村
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支援員

滝
たきざわ

沢美
み か こ

可子
先生

①
ド
ラ
イ
ブ
・
体
を
動
か
す
こ
と

②
自
然
が
き
れ
い
で
、
地
域
の
方
々

の
距
離
が
近
く
、
気
楽
に
声
を
か

け
合
え
る
雰
囲
気
が
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

③
若
さ
を
武
器
に
、
子
ど
も
た
ち
の

心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
子
ど
も

と
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

支援員

矢
や

ノ
の

口
くち

昌
まさおみ

臣
先生

①
読
書
と
工
作
、
お
話
作
り

　

特
技
・
左
手
だ
け
で
折
り
鶴
を
作

れ
ま
す
。

②
箱
庭
の
よ
う
に
綺
麗
に
ま
と
ま
っ

た
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

③
何
事
も
新
し
く
初
め
て
の
事
ば
か

り
で
不
安
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

に
負
け
な
い
よ
う
に
元
気
に
頑
張

り
ま
す
。

支援員

勝
かつ

野
の

未
み の り

乃梨
先生

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

②
空
が
近
く
て
星
が
き
れ
い

③
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な

の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
、
毎
日
、

元
気
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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新
し
い
駐
在
さ
ん

　
　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

本
城
駐
在
所

こ
の
４
月
か
ら
本
城
駐
在
所
に
赴

任
さ
れ
た
山
本
博
史
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
ご
出
身
は
、
長
野
市
の
吉
田

地
区
で
す
。

Ｑ　

筑
北
村
の
印
象
は
？

と
て
も
平
和
な
地
域
で
す
ね
。
村

の
皆
さ
ん
が
気
さ
く
な
い
い
方
ば
か

り
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

Ｑ　

趣
味
は
何
で
す
か
？

バ
イ
ク
で
す
。
ツ
ー
リ
ン
グ
と
オ

フ
ロ
ー
ド
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
村
の
山
を
走
っ
て
み
た
い
で

す
ね
。

Ｑ　

村
の
方
々
へ
ひ
と
言
ど
う
ぞ

単
身
赴
任
な
の
で
（
松
本
に
ご
家

族
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。）

駐
在
所
を
空
け
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
際
は
安
曇
野
署
を
通

し
て
呼
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
駆
け
つ

け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。　

　

突
然
取
材
に
伺
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
山

本
さ
ん
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

坂
井
駐
在
所

坂
井
駐
在
所
に
赴
任
さ
れ
た
、
山

村
悦
照
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
駐

在
所
に
、
奥
様
と
お
住
い
で
す
。

前
任
地
は
松
本
警
察
署
で
す
。

館
報
編
集
後
記

　

館
報
51
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

４
月
23
日
本
城
小
学
校
で
は
「
お

花
見
給
食
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
満
開
と
な
っ
た
桜
を

見
な
が
ら
、
全
校
の
児
童
た
ち
が
給

食
を
食
べ
ま
し
た
。
ひ
と
つ一つ
が
最

後
の
行
事
と
な
り
、
子
ど
も
達
に
は

良
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
度
に
は
本
城
と
坂
北
の

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
坂
北
で
新
し

い
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

本
城
小
の
児
童
は
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
あ
り
が
と
う
本
城
小
」
を
掲

げ
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
児
童
数
は

本
城
小
59
名
・
坂
北
小
48
名
・
坂
井

小
58
名
、
３
校
合
わ
せ
て
１
６
５
名

と
、
児
童
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
…
。　
　
　
　

や
ん
ば
ば

Ｑ
ご
出
身
は
？ 

四
国
の
愛
媛
県
宇
和
島
で
す
。
長

野
県
警
で
お
世
話
に
な
っ
て
も
う
40

年
に
も
な
り
、
長
野
県
の
寒
さ
に
も

慣
れ
ま
し
た
。 

Ｑ
坂
井
地
域
で
や
っ
て
い
き
た
い
こ

と
は
？

独
居
老
人
の
お
宅
が
多
い
の
で
訪

問
を
し
な
が
ら
、
情
報
確
認
を
し
た

り
、
交
通
安
全
や
振
り
込
め
詐
欺
等

の
被
害
に
合
わ
な
い
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
坂
井
地
域
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に

気
を
つ
け
た
ら
良
い
で
す
か
？

近
く
に
イ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ど
の

道
も
通
り
抜
け
る
に
は
と
て
も
便
利

が
良
い
と
言
え
ま
す
。
人
柄
も
人
が

良
く
、
裏
返
せ
ば
す
き
も
あ
る
と
い

う
事
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
地
域
の

特
徴
か
ら
も
、
犯
罪
が
お
き
う
る
可

能
性
の
要
因
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

是
非
と
も
戸
締
ま
り
や
近
所
と
の
連

絡
体
制
を
し
っ
か
り
取
っ
て
欲
し
い

で
す
。

警
察
で
は
、
柔
道
の
指
導
員
も
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
安
全
の

為
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。　
　

食事の後「なぞなぞクイズ」をして難問？に挑戦中…

筑
北
中
学
校

教頭

北
きた

野
の

　宏
ひろはる

治
先生

①
天
体
の
観
察
・
撮
影　

海
釣
り

②
学
校
を
大
切
に
し
て
頂
い
て
い
る

　

星
空
が
美
し
い

③
地
域
の
方
と
手
を
携
え
て
、
生
徒

達
に
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

栄養教諭

榛
しん

葉
は

　教
きょうこ

子
先生

①
料
理
を
作
る
こ
と
（
か
な
）
？

②
自
然
が
美
し
い　

生
徒
が
さ
わ
や

か
③
プ
ラ
ス
思
考
と
自
分
で
は
思
っ
て

い
ま
す
。
前
任
校
が
聖
南
中
学
校

で
、
お
と
な
り
の
筑
北
中
学
校
に

勤
務
で
き
幸
せ
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

3学年主任・数学

桐
きりやま

山　真
しんいち

一
先生

①
剣
道
・
釣
り
・
読
書
で
す

②
自
然
が
豊
か
で
生
徒
が
素
朴
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
何
よ
り

も
温
か
さ
を
感
じ
る
の
が
良
い
で

す
。

③
地
域
の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

1年学年主任・音楽・理科

猿
さる

田
た

　一
かず

世
よ

先生

①
こ
う
見
え
て
フ
ル
ー
ト
を
吹
き
ま

す
。

②
「
な
ん
だ
！ 

常
念
岳
が
見
え
る

じ
ゃ
な
い
か
！
」
父
が
坂
北
の
出

身
な
の
に
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
ス
テ
キ
な
歌
声
。
ス
テ
キ
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
響
き
わ
た
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
!!

1学年副担任・保健体育

桑
くわばら

原　清
きよし

先生

①
ず
っ
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
き

ま
し
た
。
バ
イ
ク
に
も
乗
っ
て
た

り
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
や
っ
た
り
し
ま
す
。

②
村
の
「
ふ
き
み
そ
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
春
と
自
然
の
い
い
香
り

が
し
ま
し
た
。

③
い
つ
も
ジ
ャ
ー
ジ
で
す
が
、
根
は

け
っ
こ
う
ま
じ
め
で
す
。

2学年担任・社会科

岡
おかむら

村　圭
けい

史
し

先生

①
野
球
観
戦
・
釣
り

②
山
が
近
く
田
園
が
広
が
る
の
ど
か

な
所
で
人
の
心
が
温
か
い
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。

③
大
切
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
、

た
く
ま
し
く
育
む
と
と
も
に
地
域

の
た
め
に
何
か
お
役
に
た
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

SUN組副担任・技術

黒
くろいわ

岩　健
けん

二
じ

先生

①
ネ
コ
と
カ
ブ
ト
ム
シ
を
飼
っ
て
い

ま
す
。

②
夏
が
過
ご
し
や
す
そ
う
な
の
で
、

楽
し
み
で
す
。

③
生
徒
の
沢
山
の
笑
顔
が
見
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

2学年副担任・保健体育

吉
よしざわ

澤　勇
ゆう

和
わ

先生

①
趣
味　

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
音
楽

　

特
技　

伸
膝
後
転

②
駅
や
イ
ン
タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
が
近

く
て
便
利
！

③
笑
顔
で
元
気
に
尽
力
致
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

SUN組担任・英語

野
の

澤
ざわ

　昌
まさふみ

史
先生

①
趣
味
は
車
を
見
る
こ
と
で
、
特
技

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

②
ふ
き
の
と
う
が
住
宅
の
玄
関
に
生

え
て
お
り
驚
き
ま
し
た
。

③
26
歳
若
さ
を
武
器
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

3学年副担任・理科

西
にしうら

浦　真
まさひろ

宏
先生

①
美
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
食
べ
る

の
が
好
き
で
す
。

②
地
域
の
結
び
つ
き
が
強
く
て
暖
か

い
と
思
い
ま
し
た
。（
気
温
は
寒

い
で
す
が
）

③
こ
れ
ま
で
北
海
道
に
い
た
の
で
、

海
の
幸
を
い
ろ
い
ろ
調
理
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
山
の
幸
に
挑
戦

し
ま
す
！　

SUN組副担任・美術

清
きよさわ

沢　龍
たつ

美
み

先生

①
彫
刻
制
作
・
囲
碁
等

②
来
て
み
る
と
心
が
落
ち
着
く
と
こ

ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

③
気
持
ち
は
若
い
！


